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一
、
は
じ
め
に

『
広
益
俗
説
弁
』（
正
編
二
十
一
巻
・
正
徳
五
年
刊
、
後
編
五
巻
・
遺
編
五
巻
・
享
保
二

年
刊
、
附
編
七
巻
・
享
保
四
年
刊
、
残
編
八
巻
・
享
保
十
二
年
刊
、
井
沢
蟠
竜
著
）
は
、
様
々

な
説
話
を
あ
げ
て
そ
れ
を
批
判
考
証
し
た
書
で
あ
る
。
集
め
ら
れ
た
説
話
は
、
神
仏
に
関
す

る
も
の
か
ら
歴
史
的
事
項
、
人
物
の
説
話
、
巷
説
、
地
理
、
俗
信
等
あ
ら
ゆ
る
事
象
に
及
ん

で
い
る
。
こ
れ
ら
の
典
拠
・
類
話
お
よ
び
俗
説
考
証
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
以
前
東
洋
文
庫

『
広
益
俗
説
弁
続
編
』
の
解
説
に
て
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
そ
れ
に
引
き
続
き
、『
広
益
俗

説
弁
』
俗
説
批
評
と
周
辺
書
と
の
内
容
上
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、
俗
説
の
典
拠
・
類
話
（
補
遺
）

以
下
、
正
編
か
ら
残
編
に
至
る
俗
説
の
典
拠
・
類
話
に
つ
い
て
調
査
の
及
ん
だ
も
の
を
示

し
た
。

『
諸
社
根
元
記
』（『
諸
神
記
』
写
本
）

『
広
益
俗
説
弁
』（
以
下
、
書
名
略
）
巻
一
「
三
輪
神
の
説
」

（「
新
羅
大
明
神
」）

『
本
朝
諸
社
一
覧
』（
八
巻
八
冊
、
貞
享
二
年
刊
、
坂
内
直
頼
著
）

巻
四
「
神
を
か
み
と
訓
ず
る
は
、
か
ゞ
み
の
中
略
と
云
説
」

（
巻
一
の
十
九
）

『
古
事
記
』

巻
一
「
木
花
開
耶
姫
、
無
戸
室
に
入
て
焼
給
は
ざ
る
説
」

（
上
巻
）

『
参
考
平
治
物
語
』（
三
巻
六
冊
、
元
禄
六
年
刊
、
今
井
弘
済
考
訂
、
内
藤
貞
顕
重
校
）

巻
九
「
平
清
盛
、
雷
に
お
そ
る
ゝ
説
」
（
巻
三
「
清
盛
出
家
并
瀧
詣
附
悪
源
太
為
雷
事
」
）

『
平
家
物
語
』（
十
二
巻
十
二
冊
、
元
禄
十
一
年
刊
）

巻
十
二
「
斎
藤
実
盛
を
義
勇
の
士
と
い
ふ
説
」
（
巻
七
の
七
「
さ
ね
も
り
さ
い
ご
の
事
」
）

巻
十
五
「
元

僧
正
、
環
亡
の
相
あ
る
説
」

（
巻
七
の
八
「
げ
ん
ば
う
の
事
」）

巻
二
十
四
「
文
覚
、
頼
朝
を
相
す
る
説
」

（
巻
五
の
十
「
伊
豆
院
宣
の
事
」）

巻
二
十
六
「
大
石
の
山
丸
が
説
」

（
巻
五
の
五
「
朝
敵
ぞ
ろ
へ
の
事
」）

巻
三
十
一
「
二
代
の
后
の
説
」

（
巻
一
の
六
「
二
代
の
き
さ
き
の
事
」）

巻
三
十
二
「
佐
々
木
盛
綱
、
馬
に
て
海
を
わ
た
す
説
」
（
巻
十
の
十
四
「
ふ
ぢ
と
の
事
」
）

巻
三
十
三
「
島
の
千
載
・
若
前
が
説
」

（
巻
一
の
五
「
祇
王
が
事
」）

『
広
益
俗
説
弁
』
と
周
辺
書

―
俗
説
の
典
拠
類
話
と
俗
説
批
評
の
背
景
―
＊

湯

浅

佳

子

（
日
本
語
・
日
本
文
学
）
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『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』（
十
二
巻
二
十
四
冊
、
慶
安
三
年
刊
）

巻
十
二
「
斎
藤
実
盛
を
義
勇
の
士
と
い
ふ
説
」

（
１
）

実
盛
が
討
死
は
第
三
番
の
討
死
に
当
れ
り
。
さ
れ
ば
此
者
兼
て
よ
り
此
度
討
死
を
極

め
ぬ
れ
ば
、
血
気
の
勇
の
中
に
し
て
も
第
一
の
勇
と
す
べ
き
者
也
。
故
に
末
代
の
武
士
、

ぜ
い

必
ず
此
実
盛
が
志
を
も
つ
て
む
ね
と
し
給
へ
。
然
れ
は
平
生
に
其
身
を
正
し
く
し
て
、

礼
義
を
守
り
、
時
至
つ
て
君
の
為
、
世
の
た
め
に
な
る
時
は
、
命
を
落
花
の
ご
と
く
に

す
べ
し
。

（『
平
家
物
語
評
判
秘
伝
抄
』
巻
七
下
「
実
盛
最
後
」
１８
ウ
〜
１９
ウ
）

『
源
平
盛
衰
記
』（
四
十
八
巻
二
十
六
冊
、
慶
長
古
活
字
版
）

巻
二
十
三
「
鷲
尾
三
郎
経
春
が
説
」

（
巻
三
十
六
「
鷲
尾
一
谷
案
内
者
」）

巻
三
十
一
「
螺

、
雷
を
取
説
」

（
巻
十
七
「
栖
軽
取
雷
」）

巻
三
十
九
「
畠
山
重
忠
、
巴
女
と
戦
ふ
説
」

（
巻
三
十
五
「
巴
関
東
下
向
」）

『
参
考
太
平
記
』（
四
十
一
巻
四
十
一
冊
、
元
禄
四
年
刊
、
今
井
弘
済
考
訂
、
内
藤
貞
顕
重

校
）巻

十
二
「
北
条
時
政
は
法
師
時
政
が
後
身
と
云
説
」

（
巻
五
「
時
政
参
籠
江
島
事
」）

巻
二
十
一
「
後
鳥
羽
院
、
隠
岐
国
に
う
つ
さ
れ
給
ふ
説
」

巻
二
十
三
「
畑
時
能
、
流
矢
に
あ
た
る
説
」

（
巻
二
十
二
「
畑
六
郎
左
衛
門
事
」）

巻
二
十
三
「
今
庄
入
道
浄
慶
が
説
」

（
巻
十
七
「
義
鑑
坊
義
治
を
匿
す
事
」）

巻
二
十
四
「
妙
吉
侍
者
は
天
狗
の
化
現
と
い
ふ
説
」
（
巻
二
十
六
「
妙
吉
侍
者
が
事
」）

巻
三
十
三
「
頼
豪
阿
闍
梨
は
大
江
匡
房
の
兄
と
云
説
」

（
巻
十
五
「
東
坂
本
責
む
べ
き
評
定
の
事
」）

巻
四
十
「
塩
谷
高
貞
が
妻
が
説
」

（
巻
二
十
一
「
塩
冶
判
官
讒
死
事
」）

『
前
太
平
記
』（
四
十
一
巻
四
十
一
冊
、
藤
元
元
著
）

巻
二
十
一
「
貞
純
親
王
、
白
龍
と
化
給
ふ
説
」

（
巻
一
「
貞
純
親
王
化
白
竜
給
事
」）

巻
二
十
二
「
平
将
門
、
箕
田
の
城
を
攻
る
説
」

（
巻
四
「
重
箕
田
城
合
戦
」）

巻
二
十
二
「
平
貞
盛
は
仁
義
の
良
将
と
い
ふ
説
」

（
巻
六
「
五
郎
将
為
討
死
事
」、「
貞
盛
仁
和
寺
詣
事
」）

巻
二
十
二
「
碓
井
貞
光
、
頼
光
の
臣
と
な
る
説
、
附
、
同
人
強
盗
、
保
輔
を
搦
捕
説
」

（
巻
十
六
「
碓
井
貞
光
事
」、
巻
十
七
「
碓
井
貞
光
虜
保
輔
事
」）

巻
二
十
二
「
卜
部
季
武
が
説
」
（
巻
十
五
「
頼
光
朝
臣
総
州
下
向
事
付
卜
部
季
武
事
」）

巻
二
十
二
「
酒
田
公
時
、
頼
光
の
臣
と
な
る
説
」

（
巻
十
六
「
頼
光
朝
臣
上
洛
事
付
酒
田
公
時
事
」）

巻
二
十
六
「
花
山
院
御
出
家
の
時
、
侍
臣
、
阿
部
晴
明
に
内
通
す
る
説
」

（
類
話
、
巻
十
八
「
主
上
潜
幸
花
山
寺
事
」）

巻
二
十
六
「
相
馬
の
将
門
謀
叛
の
と
き
、
六
郎
公
連
諫
死
の
説
」

（
巻
一
「
将
門
僉
議
事
付
公
連
諫
死
事
」）

巻
二
十
八
「
源
頼
義
の
母
修
理
命
婦
の
説
」

（
巻
二
十
三
「
千
手
丸
殿
誕
生
事
」「
千
手
丸
殿
元
服
事
」）

巻
三
十
一
「
狭
穂
姫
の
説
」
（
類
話
、
巻
二
十
六
「
後
冷
泉
院
御
即
位
事
付
落
星
事
」）

『
太
閤
記
』（
二
十
二
巻
二
十
二
冊
、
寛
永
三
刊
、
小
瀬
甫
庵
著
）

巻
十
三
「
松
田
左
馬
介
、
忠
義
の
説
」

（
巻
十
二
「
松
田
尾
張
守
事
」「
氏
政
氏
照
切
腹
之
事
」）

『
本
朝
故
事
因
縁
集
』（
五
巻
五
冊
、
元
禄
二
年
刊
）

巻
十
一
「
紀
良
貞
、
蛙
の
女
に
ば
け
た
る
に
逢
説
」

（
類
話
、
巻
五
の
百
五
十
五
「
住
吉
和
布
」）

巻
十
二
「
北
条
時
政
は
法
師
時
政
が
後
身
と
云
説
」
（
巻
三
の
六
十
「
榎
嶋
弁
財
天
」）

巻
十
三
「
島
村
弾
正
左
衛
門
、
蟹
と
な
る
説
」

（
巻
一
の
八
「
宇
治
川
蛍
戦
」、
巻
二
の
四
十
六
「
平
家
蟹
」）

巻
十
三
「
常
陸
坊
海
尊
、
仙
と
な
る
説
」
（
巻
一
の
十
五
「
常
陸
坊
海
尊
、
成
仙
人
」）

巻
二
十
六
「
崇
徳
院
、
讃
岐
の
松
が
浦
風
の
御
歌
の
説
」

（
巻
一
の
二
十
九
「
讃
岐
国
松
浦
恋
忘
貝
」）

巻
二
十
八
「
西
行
法
師
、
崇
徳
院
御
廟
に
詣
で
て
歌
を
読
む
説
」

（
一
部
同
話
、
巻
五
の
百
十
八
「
勝
鬼
坊
塚
中
言
語
」）

巻
二
十
九
「
摂
津
国
二
恨
坊
が
火
、
河
内
国
婆
が
火
、
近
江
国
油
盗
の
説
」

（
一
部
同
話
、
巻
四
の
九
十
一
「
摂
州
高
槻
二
恨
坊
火
」）
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巻
二
十
九
「
播
摩
国
不
増
不
滅
の
水
の
説
」
（
巻
五
の
百
五
十
「
播
州
不
増
不
滅
之
水
」
）

巻
三
十
「
周
防
国
天
養
果
の
説
」

（
巻
四
の
百
「
周
防
国
天
養
果
」）

『
本
朝
女
鑑
』（
十
二
巻
十
二
冊
、
寛
文
元
年
刊
）

巻
七
「
雄
略
帝
の
后
幡
梭
姫
、
帝
を
諫
給
ふ
説
」

（
巻
三
の
二
「
幡
梭
皇
后
」）

巻
七
「
光
明
皇
后
、
浴
室
に
を
ひ
て
阿

し
ゅ
く仏

を
拝
し
給
ふ
説
」（

巻
三
の
五
「
光
明
皇
后
」）

巻
十
四
「
日
向
髪
長
媛
が
説
」

（
巻
七
の
一
「
髪
長
媛
」）

巻
十
四
「
松
浦
左
用
媛
、
望
夫
石
と
な
る
説
」

（
巻
五
の
六
「
狭
夜
姫
」）

巻
三
十
一
「
狭
穂
姫
の
説
」

（
巻
五
の
一
「
狭
穂
姫
」）

巻
三
十
三
「
筑
紫
磐
井
が
母
が
説
」

（
巻
九
の
二
「
筑
紫
磐
井
母
」）

巻
三
十
三
「
菊
池
寂
阿
が
妻
が
説
」

（
巻
四
の
六
「
菊
池
入
道
寂
阿
妻
」）

巻
三
十
三
「
結
城
親
光
が
妻
が
説
」

（
巻
四
の
四
「
結
城
親
光
妻
」）

巻
三
十
三
「
奈
良
左
近
が
妹
が
説
」

（
巻
八
の
七
「
奈
良
左
近
妹
」）

巻
三
十
八
「
檀
林
皇
后
御
歌
の
説
」

（
巻
二
の
三
「
檀
林
皇
后
」）

『
比
売
鑑
』（
三
十
一
巻
三
十
一
冊
、
宝
永
六
・
正
徳
二
年
刊
、
中
村

斎
著
）

巻
十
六
「
小
督
局
、
名
言
の
説
」

（
巻
十
七
）

『
古
老
物
語
』（
六
巻
六
冊
、
万
治
四
年
刊
）

巻
八
「
道
臣
命
は
物
部
の
祖
に
し
て
、
武
士
を
も
の
ゝ
ふ
と
訓
ず
る
は
じ
め
と
云
説
」

（
巻
一
「
武
士
を
も
の
の
ふ
と
い
ふ
事
」）

巻
十
六
「
大
内
義
隆
、
方
角
を
忌
む
説
」
（
巻
五
「
大
内
義
隆
公
、
家
に
武
道
す
た
れ
て

滅
却
せ
し
事
」）

古
浄
瑠
璃
『
清
原
右
大
将
』（
一
冊
、
延
宝
五
年
刊
）

巻
二
十
六
「
多
田
満
仲
、
清
原
右
大
将
秋
忠
が
為
に
讒
せ
ら
る
ゝ
説
」

古
浄
瑠
璃
『
恋
塚
物
語
』（
一
冊
、
延
宝
九
年
刊
）

巻
二
十
三
「
渡
辺
左
衛
門
源
渡
、
僧
と
な
つ
て
俊
乗
坊
重
源
と
号
す
る
説
」

な
お
、『
内
裏
雛
』
巻
三
「
恋
塚
寺
」、『
都
名
所
車
』「
鳥
羽
恋
塚
寺
」
に
も
同
話
が
あ
る
。

『
塩
尻
』（
百
巻
、
天
野
信
景
著
）

巻
十
一
「
紀
良
貞
、
蛙
の
女
に
ば
け
た
る
に
逢
説
」

（
類
話
、
巻
十
二
）

巻
二
十
六
「
崇
徳
院
、
讃
岐
松
が
浦
風
の
御
歌
の
説
」

（
巻
十
二
）

『
本
朝
通
紀
』（
五
十
五
巻
、
元
禄
十
一
年
刊
、
長
井
定
宗
編
）

巻
十
四
「
紫
式
部
、
楽
天
が
香
炉
峰
の
詩
の
意
に
て
簾
を
あ
ぐ
る
説
」

（
２
）

帝
、
式
部
が
才
を
試
さ
ん
と
欲
し
て
俄
頃
に
之
に
謂
て
曰
く
、「
香
爐
峯
の
雪
は
如

お
も
む
ろ

よ
ろ
こ

何
」。
式
部
、
徐
に
起
き
て
前
ん
で
御
簾
を
捲
く
。
帝
、
愉
べ
る
色
有
り
。
此
れ
、

唐
の
楽
天
が
「
香
爐
峯
の
雪
は
簾
を
撥
て
看
る
」
と
云
句
を
記
憶
し
て
帝
の
意
を
悟
れ

る
者
な
り
。
後
、
左
衛
門
佐
宜
孝
に
嫁
し
て
大
弐
三
位
弁
の
局
を
生
む
。

（『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
二
十
二
、
１８
ウ
１９
オ
）

右
と
同
説
は
『
膾
余
雑
録
』（
五
巻
五
冊
、
承
応
二
年
刊
、
永
田
善
斎
著
）
巻
三
、
十
六

丁
表
に
も
あ
る
。

巻
十
五
「
元

僧
正
、
環
亡
の
相
あ
る
説
」

（
前
編
巻
十
、
１８
オ
〜
１９
ウ
）

巻
三
十
二
「
垂
水
広
信
が
説
」

（
後
編
巻
十
、
４
オ
〜
５
オ
）

『
本
朝
俗
談
正
誤
』（
三
巻
三
冊
、
元
禄
四
年
刊
）

巻
七
「
南
朝
の
准
后
廉
子
、
追
出
せ
ら
れ
給
ふ
説
」

（
３
）

後
醍
醐
、
准
后
に
を
ぼ
れ
て
内
縁
の
政
に
従
ひ
玉
ひ
し
事
、
人
み
な
し
れ
り
。

（
類
話
、『
本
朝
俗
談
正
誤
』
巻
二
の
三
十
、
１３
ウ
）

『
新
編
鎌
倉
志
』（
八
巻
十
二
冊
、
貞
享
二
年
刊
、
河
井
恒
久
撰
、
松
村
清
之
訂
、
力
石
忠

一
補
）

巻
十
二
「
源
頼
朝
、
伏
木
の
中
に
仏
像
を
か
く
す
説
」

（
４
）

東
鑑
に
、
治
承
四
年
八
月
二
十
四
日
、
椙
山
敗
亡
の
時
、
頼
朝
、
髻
の
中
の
正
観
音

の
像
を
取
り
て
、
或
巌
窟
に
安
じ
奉
ら
る
。
土
肥
実
平
、
其
御
意
を
問
ひ
奉
る
に
、
仰

に
云
、「
首
を
景
親
等
に
伝
ふ
る
の
日
、
此
本
尊
を
見
ば
、
源
氏
の
大
将
軍
の
所
為
に

非
ざ
る
の
由
、
人
定
め
て
誹
を
貽
る
べ
し
」（『
新
編
鎌
倉
志
』
巻
一
「
相
承
院
」）

巻
三
十
二
「
里
見
氏
、
尼
を
奪
ふ
て
妻
と
す
る
説
」
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ヲ
ヒ
ミ
ノ
ゴ
シ
ヨ

此
地
は
元
太
平
寺
の
旧
跡
な
り
。（
略
）
生
実
御
所
源
義
明
息
女
青
岳
和
尚
、
皆
此

寺
に
住
持
す
と
云
ふ
。
房
州
の
里
見
氏
兵
乱
の
時
、
住
持
青
岳
和
尚
を
奪
ひ
取
り
て
、

妻
と
し
て
よ
り
以
来
、
寺
頽
破
す
と
な
り
。

（
同
書
、
巻
二
「
高
松
寺
」）

『
京
童
跡
追
』（
六
巻
六
冊
、
寛
文
七
年
刊
、
中
川
喜
雲
著
）

巻
五
「
垂
仁
天
皇
御
宇
、
八
つ
の
日
輪
出
し
を
射
さ
し
め
給
説
」

（
５
）

そ
の
か
み
日
輪
九
つ
中
天
に
見
え
し
時
、
聖
徳
太
子
、
弓
矢
も
て
射
た
ま
ふ
に
、
八

き
え

つ
は
消
の
こ
る
。
一
つ
烏
と
な
り
て
射
お
と
さ
れ
、
首
此
所
に
と
ゞ
ま
る
。

（
類
話
、『
京
童
跡
追
』
第
四
「
玉
造
稲
荷
」）

『
江
戸
名
所
記
』（
七
巻
七
冊
、
寛
文
二
年
刊
）

巻
十
二
「
渋
谷
金
王
丸
、
後
に
土
佐
房
と
号
す
る
説
」
（
巻
七
の
二
「
渋
谷
金
王
桜
」）

『
古
郷
帰
乃
江
戸
咄
』（
六
巻
八
冊
、
貞
享
四
年
刊
）
に
も
同
話
が
あ
る
。

三
、『
広
益
俗
説
弁
』
俗
説
批
評
の
周
辺

俗
説
を
述
べ
た
後
に
「
按
ず
る
に
」
で
始
ま
る
『
広
益
俗
説
弁
』
の
俗
説
批
評
に
つ
い
て

は
、
当
代
の
通
史
・
史
論
・
随
筆
類
に
も
類
似
し
た
批
評
内
容
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
う
ち
林
羅
山
『
本
朝
神
社
考
』
や
貝
原
益
軒
・
好
古
の
著
書
に
『
広
益
俗
説
弁
』
の
俗
説

批
評
と
同
様
の
評
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
山
崎
闇
斎
・
松
下
見
林
・

黒
川
道
祐
・
白
井
宗
因
・
藤
井
懶
斎
・
安
積
澹
泊
・
谷
秦
山
・
新
井
白
石
・
長
井
定
宗
・
天

野
信
景
等
の
著
作
に
も
『
広
益
俗
説
弁
』
の
俗
説
批
評
に
通
じ
る
内
容
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
今
回
挙
げ
る
の
は
『
広
益
俗
説
弁
』
の
ご
く
一
部
の
説
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
を

他
書
の
説
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
著
者
蟠
竜
の
歴
史
・
人
物
批
評
の
背
景
や
考
え
方

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

１
、
歴
史
・
年
代
考
証
か
ら
仏
説
批
判
に
及
ぶ
説

①
「
東
寺
の
門
前
に
て
稲
を
荷
へ
る
老
人
を
、
稲
荷
と
あ
が
む
る
説
」
巻
二

（
６
）

俗
説
云
、「
空
海
、
東
寺
の
門
前
に
て
、
老
人
の
稲
を
荷
へ
る
に
あ
ひ
、
約
束
の
旨
あ

つ
て
、
こ
れ
を
祭
り
て
東
寺
の
鎮
守
と
す
。
稲
を
に
な
へ
る
故
に
、
稲
荷
大
明
神
と
号

う
が
の
み
た
ま
の

す
」
今
按
る
に
、
非
な
り
。
『
諸
神
記
』
云
、
「
元
明
天
皇
和
同
四
年
二
月
九
日
、
倉
稲
魂

か
み

い

な

り

じ
し
ゅ
じ
ん

か

だ

ま
つ

神
、
始
て
伊
奈
利
山
に
現
ず
。
地
主
神
は
則
ち
荷
田
明
神
也
。
其
の
地
に
之
を
祝
る
。
故

に
稲
荷
大
明
神
と
号
す
」

『
神
社
便
覧
』（
刊
一
冊
、
寛
文
四
年
跋
、
白
井
宗
因
著
）

を
き
な

（
７
）

一
書
に
曰
く
、「
弘
法
、
東
寺
の
門
前
に
稲
を
荷
へ
る
老
翁
に
逢
へ
り
。
大
師
、
以
て

東
寺
の
鎮
守
と
為
す
。
其
の
稲
を
荷
な
ふ
を
以
て
の
故
に
稲
荷
と
名
づ
く
」
云
云
。
蓋
し

此
の
意
に
非
ざ
る
也
。
此
の
地
主
、
荷
田
の
太
明
神
の
地
に
倉
稲
の
魂
を
置
く
也
。
斯
に

依
り
て
稲
荷
の
二
字
を
神
号
と
為
す
也
。（
略
）

（
１０
ウ
）

『
扶
桑
記
勝
』（
三
十
三
巻
九
冊
、
貝
原
篤
信
著
）
巻
二

う
が
の

（
８
）

稲
荷
と
云
者
は
、
所
謂
荷
田
神
地
置
倉
稲
魂
故
也
。
世
俗
に
、「
空
海
、
東
寺
の
門
前

に
於
い
て
稲
を
負
へ
る
老
人
に
逢
ふ
」
と
云
説
有
り
。
之
を
用
ひ
ず
。『
山
城
風
土
記
』

の
説
も
稲
を
負
へ
る
老
人
の
事
な
し
。

②
「
愛
宕
神
は
日
羅
を
祀
り
、
本
地
は
勝
軍
将
軍
と
い
ふ
説
」
巻
三

ほ
の

む

す

び

愛
宕
の
神
は
伊
弉

尊
と
火
皇
彦
霊
命
を
ま
つ
り
奉
る
。（
略
）『
豊
芦
原
卜
定
記
』

め

さ
ん

か

云
、「
天
神
第
七
の
陰
神
な
り
。（
略
）
此
神
、
火
を
防
ぎ
且
産
火
を
忌
給
ふ
は
、
軻

ぐ

つ

ち

か
ん
さ
り
ま
す

突
智
に
や
か
れ
て
退
去
に
よ
つ
て
な
り
」（
略
）
又
黒
川
氏
云
、「
勝
軍
地
蔵
と
い
ふ
事

け
い
し
ゅ
ん

た
つ
と

は
仏
経
に
な
き
こ
と
な
る
を
、
天
応
年
中
に
慶
俊
と
い
ふ
僧
、
我
朝
、
武
を
尚
ぶ
国
な

る
故
、
勝
軍
の
二
字
を
附
会
せ
し
」
と
い
へ
り
。

『
雍
州
府
志
』（
十
巻
十
冊
、
貞
享
元
年
序
、
黒
川
道
祐
著
）
巻
三
「
神
社
門
下

愛
宕
権

現
」（

９
）

慶
俊
、
勝
軍
地
蔵
を
併
せ
祭
る
。
然
れ
ど
も
、
地
蔵
に
元
と
勝
軍
の
号
無
し
。
本
朝
、

武
を
尚
ぶ
に
依
り
て
、
慶
俊
、
附
託
し
て
謂
へ
ら
く
、「
本
尊
は
勝
軍
地
蔵
な
り
。
こ
れ

を
祟
む
る
と
き
は
則
ち
必
ず
勝
利
を
得
ん
」
と
。
茲
に
依
り
て
、
武
家
、
専
ら
之
を
尊
祟

す
。

『
遠
碧
軒
記
』（
延
宝
三
年
成
、
黒
川
道
祐
著
）
上
之
一
「
神
祗
」

東 京 学 芸 大 学 紀 要 人文社会科学系Ⅰ 第５７集（２００６）

― 186 ―



（
１０
）

本
社
は
本
伊
弉
冊
の
尊
に
て
陰
神
也
。（
略
）
さ
て
い
ざ
な
み
の
尊
、
軻
遇
突
智
を
産

給
ひ
て
、
其
火
の
た
め
に
焼
れ
て
死
す
。
夫
ゆ
へ
に
産
火
を
こ
と
の
外
に
禁
ず
る
は
此
子

細
な
り
。

③
「
大
隅
正
八
幡
は
天
竺
陳
大
王
の
孫
と
云
説
」
巻
三

此
説
、
甚
だ
非
な
り
。『
諸
神
記
』
云
、「
大
隈
正
八
幡
宮
は
、
中
は
応
神
天
皇
、
右
は

神
功
皇
后
、
左
は
仁
徳
天
皇
」
と
あ
り
。

『
塩
尻
』
巻
十
一

（
１１
）

大
隈
正
八
幡
は
俗
に
天
竺
陳
大
王
孫
也
と
い
ふ
、
非
也
。『
諸
神
記
』
に
「
大
隈
正
八

幡
は
中
は
応
神
天
皇
、
右
神
功
皇
后
、
左
仁
徳
天
皇
」
と
あ
り
。

④
「
日
待
・
月
待
・
庚
申
待
の
説
」
巻
四

ふ
げ
き

俗
間
に
、「
僧
徒
、
巫
覡
を
し
て
日
待
・
月
待
・
庚
申
待
を
な
す
も
の
有
。（
略
）
ま
つ

り
て
夜
ふ
さ
ゞ
れ
ば
、
福
録
を
得
る
」
と
云
。

今
按
る
に
、
各を
の
�
�非
な
り
。（
略
）
山
崎
垂
加
云
、「
日
月
星
辰
の
ま
つ
り
は
天
子
の
事
な

る
を
、
道
士
お
か
し
ぬ
る
よ
り
、
釈
氏
も
な
ら
ひ
て
日
ま
ち
・
月
ま
ち
す
と
て
、
酒
を
の

あ
し
た

み
碁
・
双
六
を
う
ち
て
、
夜
を
あ
か
し
朝
に
い
た
る
。
人
の
お
ろ
か
な
る
、
こ
れ
に
ひ
か

れ
て
た
か
ら
を
つ
い
や
す
の
み
な
ら
ず
、
天
罰
を
か
へ
り
見
ざ
る
、
か
な
し
む
べ
き
な

り
」
と
い
へ
り
。

右
の
「
山
崎
垂
加
云
」
以
下
は
、『
垂
加
翁
神
説
』（
三
巻
、
山
崎
闇
斎
撰
、
跡
部
良
顕

編
）
巻
上
に
同
様
の
文
が
あ
る
。

『
閑
際
筆
記
』（
三
巻
七
冊
、
正
徳
五
年
刊
、
藤
井

斎
著
）
巻
中

（
１２
）

俗
之
を
察
せ
ず
し
て
僧
を
請
う
け
、（
略
）
巫
覡
尼
媼
を
し
て
、
己
に
代
は
り
夜
を
守

あ
お
ん
ば
く
き

ら
し
む
。
其
の
自
ら
守
る
が
如
き
に
至
り
て
は
、
又
哇
音
奕
棊
、
飲
燕
歌
舞
至
ら
ざ
る
所

ね
む
り

な
し
。
是
の
如
く
し
て
睡
を
防
ぐ
時
は
、
神
助
あ
り
と
謂
ふ
。
惑
へ
る
こ
と
の
甚
だ
し
き

な
り
。（
３０
ウ
３１
オ
）

⑤
「
夢
想
薬
を
売
説
」
巻
二
十
八

う
る

俗
間
、「
い
づ
れ
の
神
い
づ
れ
の
仏
の
夢
想
を
う
け
て
此
薬
を
ひ
ろ
む
」
と
い
ひ
て
売

者
あ
り
。（
略
）
か
な
ら
ず
、
か
ゝ
る
薬
な
ど
を
み
だ
り
に
用
る
事
な
か
る
べ
し
。

『
本
朝
俗
談
正
誤
』
巻
一
の
八
「
病
に
夢
想
薬
を
の
む
誤
」

ち
か
ご
ろ
、
こ
と
に
は
や
り
出
し
た
る
事
也
。
げ
に
�
�
し
き
神
仏
の
直
に
出
て
合
さ

れ
た
る
薬
に
て
も
、
そ
の
一
薬
を
以
て
万
病
を
治
す
る
道
理
、
さ
ら
に
な
き
事
也
。

（
９
オ
）

①
と
③
で
、
蟠
竜
は
『
諸
社
根
元
記
』
の
記
事
を
も
と
に
、
稲
荷
大
明
神
と
は
倉
稲
魂

神
と
荷
田
神
で
あ
る
と
し
、
ま
た
大
隅
八
幡
神
は
天
竺
陳
大
王
と
は
無
関
係
で
あ
る
と
指

摘
す
る
。
ま
た
②
で
は
、
愛
宕
神
は
伊
弉

尊
と
火
皇
彦
霊
命
で
あ
り
、
勝
軍
地
蔵
を
本

地
と
す
る
の
は
慶
俊
と
い
う
僧
に
よ
る
附
会
で
あ
る
と
俗
説
の
神
仏
習
合
説
を
否
定
し
て

い
る
。
さ
ら
に
④
⑤
で
は
、
祭
式
を
犯
す
僧
徒
等
や
偽
の
神
仏
信
仰
者
へ
の
批
判
を
し
て

い
る
。

２
、
人
物
・
年
代
・
事
物
考
証
の
説

①
「
富
士
浅
間
神
は
赫
夜
姫
を
祀
る
と
い
ふ
説
」
巻
三

俗
説
云
、「（
略
）
此
国
に
老
翁
・
老
婆
あ
り
。（
略
）
あ
る
と
き
竹
の
節
の
間
に
一
女

を
得
た
り
。
そ
の
か
た
ち
甚
だ
美
に
し
て
、
夜
も
光
り
か
ゞ
や
く
故
に
、
赫
夜
姫
と
名
づ

さ
く
や
ひ
め

か
ぐ
や
ひ
め

あ
や
ま
り

あ
ま
つ
さ
へ

く
」（
略
）
開
耶
姫
・
赫
夜
姫
、
相
に
た
る
が
故
に
謬
伝
へ
、

剰

好
事
の
者
、『
華
陽

の
す

あ
ら

国
志
』
に
載
竹
間
の
男
子
の
事
に
な
ぞ
ら
へ
﹇『
異
苑
』
云
、「
漢
に
昔
女
子
水
浜
に
浣
ふ
。

大
節
の
竹
有
り
。
流
れ
て
女
の
足
の
間
に
入
る
。
之
を
推
す
に
去
ら
ず
。
小
児
の
啼
き
声

有
り
。
之
を
破
り
て
一
男
児
を
得
」
和
漢
同
日
の
妄
誕
な
り
﹈、
ま
う
け
た
る
説
な
る
べ

し
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
中

『
増
続
韵
府
群
玉
』
に
『
華
陽
国
志
』
を
引
い
て
云
く
、「
夜
郎
に
初
め
女
子
あ
り
。

あ
ら

遯
水
に
浣
ふ
。
三
節
の
大
竹
有
つ
て
、
足
間
に
流
れ
入
る
。
其
の
中
に
声
あ
る
を
聞
き
て
、

わ

ひ
と
ゝ
な
る

竹
を
剖
れ
ば
則
ち
一
子
を
得
た
り
。
懐
帰
し
て
之
を
養
ふ
。
其
の
長
に
及
ん
で
武
才
有

う
じ

り
。
自
立
し
て
夜
郎
侯
と
為
る
。
竹
を
以
て
姓
と
為
す
」
我
が
竹
採
の
翁
物
語
は
、
之
を
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傅
会
す
る
か
。
鴨
川
丹
塗
り
の
矢
も
又
同
日
の
譚
な
り
。（
１９
オ
）

②
「
天
智
帝
、
山
科
に
御
幸
有
て
登
天
し
給
ふ
説
」
巻
五

み
や
ま
ひ
し
た
ま
ふ

松
下
氏
云
、「（
略
）『
日
本
紀
』
云
く
、「
天
智
天
皇
十
年
九
月
、
寝
疾
不
予
。
十
月
、

み
や

い
よ

を
も
し

疾

�
�

ま
ひ病

弥

重
。
十
二
月
乙
丑
、
近
江
宮
に
崩
じ
た
ま
ふ
。」（
略
）
是
、
国
史
の
明
文
な
り
。

崩
じ
給
ふ
所
は
近
江
の
滋
賀
宮
な
り
。
し
か
る
を
、
後
世
あ
や
ま
つ
て
行
叡
居
士
が
事
を

混
雑
し
て
、
天
智
天
皇
と
す
る
の
み
」

以
上
は
『
前
王
廟
陵
記
』（
二
巻
二
冊
、
松
下
見
林
著
、
速
水
常
成
補
）
巻
上
、
１９
ウ
〜

２０
ウ
「
今
按
」
以
下
の
文
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

や
ま
い

い
よ

『
日
本
紀
』
に
曰
く
、「
十
年
九
月
、
天
皇
疾
に
寝
て
不
予
な
り
。
天
皇
、
疾

�
�

病

弥

や
ま
い

留
ま
る
。
勅
し
て
東
宮
を
臥
内
に
引
き
入
れ
、
詔
し
て
曰
く
、「
朕
疾
は
な
は
だ
し
。
後

さ
く

か
り
も
が
り

の
事
を
以
て
汝
に
属
す
」
十
二
月
癸
亥
の
朔
、
天
皇
近
江
の
宮
に
崩
じ
て
新
宮
に
殯
す

な
ん
ぞ

と
。
夫
れ
、
此
の
如
し
。
奚
山
科
に
幸
す
る
に
暇
あ
ら
ん
。

（
２３
ウ
）

③
「
清
和
天
皇
、
相
撲
の
勝
負
に
よ
っ
て
即
位
の
説
」
巻
六

い
よ

文
徳
帝
在
位
の
時
、
相
撲
の
勝
負
に
よ
つ
て
惟
仁
即
位
と
は

�
�

、
弥
誤
れ
り
。『
三
代す

実
録
』
に
、
嘉
祥
三
年
三
月
廿
五
日
、
惟
仁
誕
生
。
十
二
月
廿
五
日
、
立
て
皇
太
子
と
為
。

天
安
二
年
八
月
廿
七
日
、
文
徳
天
皇
崩
御
。
同
十
一
月
七
日
、
天
皇
位
に
太
極
殿
に
即

く
」
と
あ
り
。
此
と
き
、
惟
仁
八
歳
に
な
ら
せ
給
ふ
と
い
へ
ど
も
、
其
母
尊
き
故
に
か
く

の
ご
と
し
。
殊
に
惟
喬
方
よ
り
相
撲
に
出
た
り
と
い
ふ
紀
名
虎
は
、「
承
和
十
四
年
六
月

己
酉
、
散
位
正
四
位
下
紀
朝
臣
名
虎
卒
す
」
と
『
続
日
本
後
紀
』
に
見
え
た
り
。
此
時
、

惟
仁
い
ま
だ
誕
生
な
き
を
も
つ
て
、
俗
説
の
相
違
を
知
べ
し
。

『
羅
山
先
生
文
集
』
（
七
十
五
巻
、
寛
文
二
年
刊
、
林
羅
山
著
、
林
鵞
峯
編
）
巻
二
十
六
「
惟

喬
弁
」

（
１３
）

『
三
代
実
録
』
に
云
く
、「
嘉
祥
三
年
三
月
二
十
五
日
癸
卯
、
惟
仁
誕
生
、
十
一
月
二

十
五
日
戊
戌
、
立
ち
て
皇
太
子
と
為
る
」
時
に
誕
育
九
箇
月
也
。
是
年
僅
に
八
歳
、
夫
れ

た
と
ひ

良
房
の
威
を
以
て
誕
育
の
年
、
既
に
太
子
と
為
る
。
縦
使
惟
喬
、
其
位
を
望
む
と
も
、
豈

に
克
く
及
ぶ
こ
と
を
得
ん
や
。
必
ず
然
る
べ
か
ら
ず
。
若
し
夫
れ
那
都
羅
、
名
虎
と
倭
訓

た
く
ら
べ

同
く
し
て
一
人
な
ら
ば
、
則
ち
奈
何
ぞ
惟
喬
の
外
祖
父
を
以
て
、
力
士
と
争
ひ
角
ん
や
。

況
ん
や
名
虎
が
死
す
る
こ
と
、
已
に
久
し
き
を
や
。（
２３
ウ
）

蟠
竜
の
俗
説
批
評
は
、
右
の
『
羅
山
先
生
文
集
』「
惟
喬
弁
」
を
も
と
に
よ
り
詳
細
な
考

証
を
付
け
加
え
た
も
の
。
な
お
『
本
朝
通
紀
』
巻
十
六
、
十
四
丁
裏
に
も
右
と
同
様
の
内
容

が
あ
る
。

『
雍
州
府
志
』
巻
二
「
神
社
門
上

惟
喬
宮
」

伝
へ
言
ふ
、「
惟
喬
・
惟
仁
両
親
王
、
継
嗣
を
争
ふ
時
、
相
撲
の
勝
負
を
以
て
之
を
決

す
」
と
。
故
に
、
角
觝
の
徒
、
専
ら
斯
の
社
を
崇
む
。
誠
に
笑
ふ
べ
し
。
凡
そ
、
儲
を
定

む
る
は
、
天
下
の
大
事
也
。
軽
く
角
力
を
以
て
決
す
べ
き
者
に
あ
ら
ず
。
且
つ
『
続
日
本

紀
』
を
案
ず
る
に
、
承
和
十
三
年
、
紀
名
虎
卒
す
。
此
の
時
、
惟
仁
親
王
、
未
だ
誕
せ
ず
。

豈
に
名
虎
・
善
雄
、
角
觝
の
事
有
ん
や
。

④
「
延
喜
・
天
暦
の
聖
代
と
云
説
」
巻
六

諸
実
録
を
考
る
に
、
延
喜
・
天
暦
の
帝
の
聖
徳
、
か
つ
て
な
し
。（
以
下
、
醍
醐
帝
の

不
孝
、
村
上
の
淫
乱
を
指
摘
す
る
。（
略
））
あ
る
人
の
い
は
く
、「『
千
載
集
』
の
序
に
、

「
延
喜
の
ひ
じ
り
の
み
よ
に
は
『
古
今
集
』
を
ゑ
ら
ば
れ
、
天
暦
の
か
し
こ
き
お
ほ
ん
と

き
に
は
『
後
撰
集
』
を
あ
つ
め
給
ひ
」
と
あ
る
を
見
て
、
延
喜
・
天
暦
を
な
ら
べ
て
、
聖

の
御
代
と
あ
や
ま
り
い
ふ
な
る
べ
し
」
と
。
左
も
あ
ら
ん
か
し
。

『
本
朝
俗
談
正
誤
』
巻
二
の
四
十
九
「
延
喜
天
暦
を
聖
の
御
代
と
云
誤
」

『
古
今
集
』『
後
撰
集
』
な
ど
の
序
に
「
ひ
じ
り
の
御
代
」
と
か
き
し
は
、
そ
の
時
の

当
代
な
る
ゆ
へ
に
い
は
ひ
奉
り
て
い
へ
る
な
り
。
そ
れ
を
後
の
世
の
人
は
何
の
詮
議
も
な

く
、
堯
舜
の
御
代
の
や
う
に
を
も
へ
り
。
和
哥
集
の
あ
や
ま
り
に
て
は
な
く
し
て
、
後
の

ま
つ
り

人
の
本
朝
の
学
問
に
う
と
き
ゆ
へ
な
り
。（
略
）
聖
武
、
政
に
を
こ
た
り
て
、
正
月
元
日

の
天
下
安
全
の
御
政
を
も
つ
と
め
玉
は
ず
、（
略
）
清
麿
の
大
忠
に
よ
り
、
そ
の
後
桓
武

天
皇
出
玉
ひ
て
聖
武
・
孝
謙
の
虐
政
を
あ
ら
た
め
玉
ひ
、
神
も
王
法
も
な
を
の
こ
る
世
と
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な
れ
り
。
其
の
後
、
醍
醐
・
村
上
よ
り
政
を
と
ろ
へ
て
、（
略
）（
２４
ウ
〜
２６
オ
）

⑤
「
延
喜
帝
、
寒
夜
に
御
衣
を
ぬ
ぎ
て
民
の
苦
を
知
給
ふ
説
」
巻
六

延
喜
帝
、
寒
夜
に
御
衣
を
ぬ
ぎ
給
ふ
と
は
、
一
条
帝
の
御
事
を
取
ち
が
へ
た
る
も
の
な

り
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

醍
醐
帝
、
一
条
帝
、
寒
夜
に
御
衣
を
薄
く
し
て
、
以
て
民
労
を
察
す
。
然
れ
ど
も
仁
政

未
だ
達
せ
ず
。
孟
子
の
所
謂
徒
然
か
。（
２１
ウ
）

⑥
「
蝉
丸
は
延
喜
帝
第
四
の
宮
に
て
盲
目
と
い
ふ
説
」
巻
九

俗
説
云
、「
蝉
丸
は
延
喜
帝
第
四
帝
の
宮
な
り
。
う
ま
れ
な
が
ら
盲
目
に
て
、
よ
く
琵

琶
を
弾
じ
給
ふ
。（
略
）
後
世
、
王
坂
と
書
し
、
四
宮
河
原
の
名
あ
り
」。（
略
）

今
按
る
に
、
三
光
院
殿
の
御
説
に
「
世
人
、
蝉
丸
を
盲
目
と
云
は
あ
や
ま
り
な
り
。『
後

撰
集
』
に
、「
相
坂
の
関
に
庵
室
を
つ
く
り
す
み
侍
り
け
る
と
き
、
行
か
ふ
人
を
見
て
よ

め
る
、
こ
れ
や
こ
の
ゆ
く
も
か
へ
る
も
わ
か
れ
つ
ゝ
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ
か
の
せ

き
」
と
あ
り
。「
行
か
ふ
人
を
見
て
」
と
あ
る
に
て
、
盲
目
な
ら
ざ
る
を
し
る
べ
し
。
又
、

い
よ

延
喜
帝
の
皇
子
と
い
へ
る
説
は

�
�

、
弥
誤
な
り
。『
古
今
』
に
、
此
人
の
う
た
い
れ
り
。

延
喜
五
年
に
『
古
今
集
』
を
撰
べ
る
と
き
、
醍
醐
帝
御
と
し
わ
づ
か
に
二
十
三
歳
に
な
ら

せ
給
ふ
を
も
つ
て
誤
り
を
し
る
べ
し
」
と
あ
り
。（
略
）
又
、
王
坂
、
四
宮
河
原
の
事
、

弥
非
な
り
。

『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
二
十

ほ
と
り

世
伝
ふ
、「
蝉
丸
は
延
喜
帝
第
四
の
皇
子
也
。
故
に
隠
栖
の
近
畔
、
四
の
宮
河
原
の
名

み
と
し

有
り
と
。
此
の
説
、
非
也
。
夫
れ
国
史
を
按
る
に
、
帝
の
春
秋
今
歳
僅
か
に
二
十
二
、
豈

に
敦
実
に
事
へ
て
、
而
し
て
後
、
去
り
て
幽
居
を
求
む
る
の
皇
子
有
ら
ん
や
。
時
代
を
以

し
ひ
て

て
正
説
に
非
ざ
る
こ
と
知
り
ぬ
べ
し
。
或
ひ
は
又
曰
く
、「
蝉
丸
は
目
盲
世
を
遯
れ
、
時

時
琵
琶
を
弄
じ
て
楽
し
む
。（
略
）」
然
ど
も
、
詠
歌
の
序
に
曰
く
、「
蝉
丸
、
会
坂
の
関

に
在
り
て
往
来
の
人
を
見
る
」
と
。
盲
人
に
非
ざ
る
こ
と
、
又
知
り
ぬ
べ
し
。

（
９
ウ
１０
オ
）

『
雍
州
府
志
』
巻
三
「
神
社
門
下

諸
羽
大
明
神
」

俗
に
謂
ふ
、「
蝉
丸
は
延
喜
第
四
の
宮
な
り
」
と
。
此
の
社
、
四
の
宮
と
称
す
る
に
依

り
て
、
是
を
蝉
丸
の
宮
と
謂
ふ
は
、
こ
れ
謬
伝
な
り
。

⑦
「
百
合
若
大
臣
む
く
り
こ
く
り
退
治
の
説
」
巻
九

『
歴
代
皇
紀
編
年
集
成
』『
八
幡
愚
童
訓
』
等
を
考
る
に
、「
弘
安
四
年
、
蒙
古
よ
り
、

高
勾
麗
を
案
内
者
と
し
て
日
本
を
襲
し
が
、
筑
前
博
多
に
て
大
風
に
あ
ひ
、
船
や
ぶ
れ
て

く
つ
が
へ
り
て
、
死
す
る
者
多
し
。
同
国
志
摩
郡
鷹
島
（
略
）
と
い
ふ
所
に
て
、
敵
の
大

は
ん
ぶ
ん
こ

も
う
こ

将
范
文
虎
等
、
よ
き
船
を
ゑ
ら
び
の
り
か
へ
る
」
と
あ
り
。
む
く
り
こ
く
り
と
は
、
蒙
古

こ
う
く
ら
い

（
も
く
）・
高
勾
麗
（
こ
く
り
）
な
り
。
高
麗
を
、『
通
鑑
』『
東
国
通
鑑
』『
北
史
』
に

「
高
勾
麗
（
こ
く
り
）」
と
書
し
、『
後
漢
書
』『
綱
鑑
大
全
』
等
に
は
「
高
勾
驪
（
こ
く

り
）」
と
記
せ
り
。『
中
原
康
富
日
記
』
に
、「
高
勾
麗
」
を
「
こ
く
り
」
と
訓
ず
。『
名

ら
い

目
抄
』
に
、「
麗
、
本
音
リ
」
と
あ
り
。

『
扶
桑
記
勝
』
巻
七

蒙
古
と
高
麗
の
兵
、
日
本
に
来
た
り
し
を
、
日
本
に
て
む
く
り
こ
く
り
と
云
。
む
く
り

と
は
蒙
古
也
。
音
通
ず
。
こ
く
り
は
高
句
麗
也
。
高
麗
の
本
名
也
。
高
句
麗
こ
く
り
と
音

通
ず
。
此
事
『
康
富
記
』
に
見
え
た
り
。（
略
）
蒙
古
高
麗
の
兵
、
筑
前
博
多
に
攻
め
来

る
。
日
本
人
ふ
せ
ぎ
た
ゝ
か
ふ
。
其
後
む
く
り
こ
く
り
が
船
、
暴
風
に
あ
ひ
、
五
龍
山
に

て
船
や
ぶ
れ
、
お
ぼ
れ
て
死
す
る
者
多
し
。
残
る
大
将
范
文
虎
以
下
、
よ
き
船
を
え
ら
び

乗
て
逃
る
。（
略
）

⑧
「
浦
島
子
、
蓬
莱
に
い
た
り
三
百
四
十
余
年
を
経
て
帰
る
説
」
巻
十

く
だ

『
日
本
紀
』
に
「
雄
略
帝
の
御
宇
二
十
二
年
七
月
、
丹
後
国
余
社
郡
管
川
の
人
、
水
江

の
浦
島
子
、
蓬
莱
に
い
た
る
」
と
あ
り
。「
舎
人
親
王
の
『
日
本
紀
』
を
奏
上
せ
ら
れ
し

は
、
元
正
帝
の
養
老
四
年
五
月
廿
一
日
」
と
『
続
日
本
紀
』
に
見
え
た
れ
ば
、
彼
浦
島
子

が
蓬
莱
よ
り
帰
れ
る
こ
と
、『
日
本
紀
』
編
纂
の
前
に
あ
る
べ
し
。
し
か
ら
ず
は
、
親
王
、

何
に
よ
つ
て
、
浦
島
が
蓬
莱
に
ゆ
け
る
こ
と
を
知
給
は
ん
や
。
殊
に
聖
武
の
朝
に
ゑ
ら
ば

れ
し
と
い
へ
る
『
万
葉
集
』
に
、
浦
島
が
古
郷
に
か
へ
り
て
死
せ
し
こ
と
を
の
せ
た
る
を

見
れ
ば
、
其
後
百
余
年
を
経
て
淳
和
帝
の
御
宇
に
か
へ
れ
り
と
云
浦
島
子
は
、
同
名
異
人

な
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。

湯浅：『広益俗説弁』と周辺書

― 189 ―



『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
三

ま
じ

右
挙
す
る
所
の
嶋
子
が
事
跡
、
悉
く
『
日
本
紀
』
の
載
す
る
所
に
し
て
聊
か
殊
説
を
雑

へ
ず
。
然
れ
ど
も
『
日
本
紀
』
仙
山
に
遊
ぶ
の
事
を
謂
ひ
て
、
帰
郷
の
年
月
を
謂
は
ざ
る

也
。『
扶
桑
略
記
』
及
び
『
万
葉
集
』
の
註
、
各
�
�
載
す
浦
嶋
が
子
、
雄
略
二
十
二
年

を
以
て
登
仙
し
、
淳
和
天
皇
天
長
二
年
、
故
郷
に
帰
る
と
。
然
れ
ど
も
親
王
の
『
日
本
紀
』

を
撰
す
る
、
元
正
天
皇
の
時
に
在
り
。
元
正
帝
、
淳
和
帝
に
先
だ
つ
こ
と
九
代
、
親
王
何

を
以
て
其
の
蓬
莱
に
到
る
こ
と
を
知
る
こ
と
を
得
ん
や
。『
記
』『
略
』『
万
葉
』
の
説
、

疑
ふ
べ
し
。『
本
朝
神
仙
伝
』
唯
だ
云
ふ
、「
百
年
を
経
て
故
郷
に
帰
ら
ば
、『
日
本
紀
』

の
撰
、
嶋
子
が
帰
郷
の
後
ち
に
在
り
」
是
を
以
て
之
を
見
る
と
き
は
、
則
ち
『
仙
伝
』
の

説
、
其
の
実
を
得
た
る
か
。
惜
し
い
哉
、
親
王
の
記

、
嶋
子
が
帰
国
の
年
月
を
闕
く
。

（
２７
オ
〜
２８
ウ
）

⑨
「
源
義
経
、
天
狗
に
剣
術
を
ま
な
び
（
略
）
五
条
橋
に
て
千
人
斬
の
説
」
巻
十
二

鞍
馬
の
僧
正
が
谷
は
、
僧
正
と
云
天
狗
す
め
る
故
の
名
に
は
あ
ら
ず
。『
真
言
伝
』
に
、

「
鞍
馬
の
僧
正
が
谷
、
稲
荷
山
の
僧
正
が
峰
は
、
壱
演
僧
正
﹇
慈
済
﹈
の
お
こ
な
ひ
給
ひ

け
る
跡
」
と
記
せ
り
。（
略
）
義
経
、
亡
父
の
追
善
に
往
来
の
者
を
千
人
き
る
と
い
へ
る

は
、
是
い
か
な
る
事
ぞ
や
。（
略
）
何
の
罪
も
な
き
も
の
を
千
人
き
り
こ
ろ
さ
ば
、
追
善

に
は
あ
ら
で
、
追
悪
な
る
べ
し
。
思
ふ
に
、
こ
れ
も
、
武
夫
は
人
だ
に
き
れ
ば
よ
し
と
こ
ゝ

ろ
へ
、
義
経
の
武
勇
を
称
せ
ん
と
て
、
跡
か
た
な
き
事
を
妄
作
し
、
か
へ
つ
て
其
人
を
罪

す
る
の
み
。

（
１４
）

『
内
裏
雛
』（
六
巻
六
冊
、
享
保
二
年
刊
）
巻
四
「
僧
正
谷
」

此
谷
は
大
天
狗
僧
正
坊
の
住
し
所
と
い
ふ
は
あ
や
ま
り
な
り
。
僧
正
が
谷
と
い
ふ
は
壹

演
僧
正
の
閑
居
の
地
な
り
。

『
本
朝
俗
談
正
誤
』
巻
三
の
六
十
七
「
判
官
千
人
ぎ
り
の
あ
や
ま
り
」

義
経
は
無
分
別
な
る
人
な
り
し
か
ど
も
、
又
さ
や
う
の
わ
け
な
き
千
人
ぎ
り
と
い
ふ
事
、

あ
と
か
た
な
き
事
也
。
勇
将
は
み
だ
り
に
鳥
け
も
の
を
も
こ
ろ
さ
ず
。
ま
し
て
人
を
や
。

（
略
）
一
人
に
て
も
み
だ
り
に
こ
ろ
す
人
は
武
士
に
て
も
人
に
て
も
な
し
。
虎
狼
也
。

（
１４
ウ
１５
オ
）

⑩
「
松
浦
佐
用
媛
、
望
夫
石
に
な
る
説
」
巻
十
四

望
夫
石
と
い
ふ
も
の
、
和
漢
お
ほ
し
。
程
伊
川
の
説
に
、「
望
夫
石
は
た
ゞ
是
、
江
山

を
望
み
て
石
人
の
形
の
ご
と
き
者
あ
り
。
今
天
下
、
凡
江
辺
に
石
の
立
る
も
の
あ
れ
ば
、

則
ち
呼
ん
で
望
夫
石
と
す
」
と
『
二
程
全
書
』
に
見
え
た
り
。
こ
れ
を
も
つ
て
俗
説
の
誤

り
を
知
べ
し
。

『
新
編
鎌
倉
志
』
巻
四
「
望
夫
石
」

異
国
に
も
又
本
朝
に
も
、
西
国
辺
の
海
岸
に
往
々
に
あ
り
。
程
伊
川
云
、「
望
夫
石
は
、

只
是
、
江
山
を
望
ん
で
、
石
人
の
形
の
如
く
な
る
も
の
あ
り
。
今
天
下
凡
そ
江
辺
に
石
の

立
つ
者
あ
れ
ば
、
皆
呼
ん
で
望
夫
石
と
す
」
爰
に
あ
る
も
の
も
此
類
な
り
。

⑪
「
妙
吉
侍
者
は
天
狗
の
化
現
と
い
ふ
説
」
巻
二
十
四

『
鎌
倉
志
』、『
鎌
倉
大
草
子
』
を
引
き
て
云
、（
以
下
、
次
の
『
新
編
鎌
倉
志
』
の
文

章
を
引
く
。（
略
））

『
新
編
鎌
倉
志
』
巻
三
「
浄
智
寺
」

め
う

『
鎌
倉
大
草
子
』
に
、「
京
村
雲
大
休
寺
の
開
基
、
妙

て
つ

侍
者
は
、
夢
窓
国
師
の
法
眷

に
て
、
源
直
義
の
帰
依
僧
な
り
。
関
東
へ
下
向
、
浄
智
寺
に
住
み
、
大
同
妙

和
尚
と
号

す
。
悟
道
発
明
の
人
に
て
、
正
念
に
終
り
給
ひ
し
事
、
寺
の
旧
記
に
残
れ
り
。
し
か
れ
ど

も
『
太
平
記
』
に
は
、
嘗
て
し
ら
ざ
る
事
を
、
い
か
な
る
無
智
愚
盲
の
わ
ざ
に
や
あ
り
け

め
う
き
つ

ん
、
妙

を
妙
吉
と
書
き
、
或
は
愛
宕
の
天
狗
の
化
し
た
る
と
記
し
置
た
り
」
と
あ
り
。

『
雍
州
府
志
』
巻
四
「
瑞
龍
寺
」

世
に
村
雲
の
妙
吉
と
称
す
る
者
は
、
妙

の
誤
り
な
り
と
。『
太
平
記
』
に
載
す
る
所

も
、
亦
妙

を
誤
ま
り
、
且
つ
天
狗
星
の
化
す
る
所
な
り
と
す
。
是
又
虚
誕
の
説
な
り
と
。

按
ず
る
に
、
斯
の
義
、
之
を
取
る
に
足
る
者
か
。

以
上
は
い
ず
れ
も
論
拠
と
な
る
書
の
説
を
あ
げ
て
俗
説
を
考
証
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
の

①
⑦
は
説
話
生
成
の
経
緯
を
考
証
す
る
も
の
で
、
①
で
は
か
ぐ
や
姫
の
話
が
木
花
咲
耶
姫
の

話
と
『
華
陽
国
志
』
の
話
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
⑦
で
は
百
合
若
伝
説
が
『
八
幡
愚
童
訓
』
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や
『
中
原
康
富
日
記
』
等
に
記
さ
れ
た
説
等
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

ま
た
②
③
⑤
⑥
⑧
⑨
⑩
⑪
は
、
説
話
の
誤
り
を
指
摘
す
る
も
の
で
、
②
で
は
『
日
本
書

紀
』
の
記
事
か
ら
天
智
天
皇
が
山
科
に
て
登
天
し
た
と
い
う
説
の
非
を
、
③
で
は
『
三
代
実

録
』『
続
日
本
後
紀
』
の
記
事
か
ら
惟
喬
・
惟
仁
位
争
い
の
話
の
年
代
的
矛
盾
を
、
④
で
は

『
千
載
和
歌
集
』
の
文
言
に
よ
っ
て
、
延
喜
・
天
暦
を
聖
代
と
す
る
誤
説
が
作
ら
れ
た
こ
と
、

⑤
で
は
延
喜
帝
の
仁
政
説
は
一
条
帝
の
説
を
取
り
違
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、
⑥
で
は
蝉
丸

が
延
喜
帝
の
第
四
皇
子
と
す
る
説
と
盲
目
説
を
『
後
撰
和
歌
集
』『
古
今
和
歌
集
』
を
も
と

に
否
定
し
て
い
る
。
ま
た
⑧
で
は
『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』『
万
葉
集
』
の
記
事
か
ら
浦

島
説
話
の
年
代
的
矛
盾
を
、
⑨
で
は
義
経
伝
説
に
い
う
僧
正
谷
の
地
名
の
由
来
が
間
違
い
で

あ
る
こ
と
と
、
義
経
が
千
人
斬
り
を
し
た
説
の
誤
り
を
、
⑩
で
は
松
浦
佐
用
姫
伝
説
の
望
石

夫
が
た
だ
の
石
に
す
ぎ
な
い
こ
と
、
⑪
で
は
『
鎌
倉
志
』
の
記
事
か
ら
『
太
平
記
』
の
誤
り

を
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
、『
広
益
俗
説
弁
』
諸
説
の
横
に
あ
げ
た
『
羅
山
先
生
文
集
』『
閑
際
筆
記
』『
本
朝

通
紀
』『
雍
州
府
志
』『
扶
桑
記
勝
』
等
の
書
の
説
は
、
い
ず
れ
も
『
広
益
俗
説
弁
』
と
同
じ

説
を
記
し
、
或
い
は
同
じ
書
を
論
拠
に
引
い
て
い
る
。
た
だ
『
広
益
俗
説
弁
』
で
は
、
⑧
の

『
本
朝
通
紀
』
を
除
く
そ
れ
ら
の
書
説
よ
り
も
文
中
に
よ
り
多
く
の
引
用
書
名
を
記
し
て
お

り
、
本
書
が
話
の
生
成
や
正
誤
を
正
そ
う
と
す
る
説
話
考
証
と
し
て
の
視
点
を
備
え
て
い
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

３
、
人
物
批
評
で
、
他
説
と
同
じ
立
場
に
立
つ
説

こ
こ
で
は
、
歴
史
上
の
人
物
へ
の
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
説
を
あ
げ
る
。

①
「
聖
武
天
皇
は
聖
主
と
い
ふ
説
」
巻
六

聖
武
帝
に
聖
徳
ま
し
ま
せ
し
事
、
か
つ
て
な
し
。（
以
下
、
帝
の
仏
教
信
仰
、
元
肪
を

重
ん
じ
た
非
、
光
明
皇
后
の
不
義
を
指
摘
す
る
。（
略
））
在
位
の
政
行
、
明
主
の
す
る
と

こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
し
か
る
を
、
聖
人
と
い
ひ
つ
た
ふ
る
は
、
仏
法
に
ふ
か
く
帰
依
し
、
僧

を
尊
み
、
寺
を
多
く
建
ら
れ
し
故
、
全
く
浮
屠
氏
の
私
言
な
り
。

『
大
日
本
史
賛
藪
』
（
五
巻
、
享
保
五
年
成
立
、
安
積
澹
泊
著
）
巻
一
「
聖
武
天
皇
紀
の
賛
」

あ
わ
れ

き
ゆ
う

（
１５
）

即
位
の
初
、
天
変
を
畏
れ
、
黎
庶
を
憫
み
、
徽
猷
善
政
、
頗
る
古
先
哲
王
の
風
有
り
。

お
こ

（
略
）
而
し
て
帝
、
挙
動
軽
佻
、
土
木
妄
り
に
作
り
、
下
を
恤
む
の
誠
、
仏
に
事
ふ
る
の

つ
く

心
に
勝
つ
能
は
ず
。
天
下
の
財
力
を
殫
し
て
、
以
て
方
広
仏
像
を
鋳
し
、
国
分
の
二
寺
を

七
道
諸
国
に

そ
う

建
し
、
億
兆
の
民
を
率
い
て
、
以
て
浮
屠
の
法
に
帰
せ
し
む
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

此
の
帝
の
、
仏
に
惑
へ
る
こ
と
甚
だ
し
。

（
３６
オ
）

②
「
光
明
皇
后
、
浴
室
に
を
ひ
て
阿

し
ゅ
く仏

を
拝
し
給
ふ
説
」
巻
七

后
、
す
で
に
玄

僧
正
に
通
じ
、
善
珠
法
師
を
う
み
給
へ
る
な
ど
、
婦
徳
に
そ
む
き
た

か
の

さ
る

る
人
也
。
彼
、
浴
室
を
た
て
ゝ
み
づ
か
ら
千
人
の
垢
を
去
と
て
貴
賤
と
共
に
沐
浴
せ
し
も
、

淫
欲
を
ほ
し
ゐ
ま
ゝ
に
せ
ん
が
為
な
り
。

『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
十
一

太
后
光
明
子
は
、
淡
海
公
第
二
の
女
也
。（
略
）
后
甚
だ
仏
を
好
み
、
浮
屠
に
淫
し
、

帝
を
勧
め
て
寺
院
を
造
る
。（
略
）〔
膾
餘
録
曰
〕
后
、
帝
を
勧
め
て
国
分
東
大
の
両
寺
を

や
ぶ

た
や
す

せ
ん
じ
ゃ
く

建
て
、
租
税
を
費
や
し
、
民
力
を
傷
る
。
帝
、
輙
く
之
に
従
ふ
孱
弱
言
ふ
べ
か
ら
ず
。

は
な
は

（
略
）
温
室
を
設
け
、
親
か
ら
千
人
の
垢
を
去
り
、
共
に
沐
し
共
に
浴
す
。
淫

ぎ
や
うも

亦
孔

あ
し
ゝ

だ
醜
。

（
１１
ウ
〜
１２
オ
）

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
二
「
聖
武
の
藤
原
皇
后
伝
の
賛
」

孝
謙
皇
帝
の
穢
徳
、
彰
聞
す
る
を
怪
し
む
無
き
な
り
。

③
「
元

僧
正
、
環
亡
の
相
あ
る
説
」
巻
十
五

文
敏
翁
評
に
云
、「
む
か
し
漢
の
高
祖
、
柏
人
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
に
宿
せ
ん
と
し
て
い

し
ん
ほ
う

は
く
、「
柏
人
は
人
に
迫
る
な
り
」
と
て
、
宿
せ
ず
し
て
さ
れ
り
。
岑
彭
、
蜀
を
伐
つ
と

は
う

き
、
営
す
る
と
こ
ろ
の
地
、
彭
�
�亡
と
い
ふ
を
聞
て
、
他
処
に
う
つ
ら
ん
と
せ
し
か
ど
も
、

日
ぐ
れ
に
及
び
し
か
ば
、
心
に
ま
か
せ
ず
し
て
と
ゞ
ま
り
し
に
、
蜀
の
刺
客
、
い
つ
は
り

降
つ
て
同
宿
し
、
其
夜
、
岑
彭
を
さ
し
こ
ろ
し
た
り
。
後
人
こ
れ
を
論
じ
て
、「
高
祖
、

柏
人
の
名
を
い
み
、
こ
れ
を
去
て
福
を
全
く
し
、
岑
彭
、
彭
亡
の
地
を
に
く
み
、
こ
れ
に

わ
ざ
わ
ひ

と
ゞ
ま
つ
て
災
を
生
ず
」
と
い
へ
り
。
こ
れ
玄

に
似
た
り
。
し
か
れ
ど
も
、

た
と

も
ろ
こ
し

ひ
唐
に
あ
り
と
も
、
淫
悪
あ
ら
ば
、
な
ん
ぞ
身
を
全
く
せ
ん
。
帰
朝
す
と
も
、
淫
悪
な
く
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ん
ば
、
な
ん
ぞ
災
を
生
ぜ
ん
や
。

が
淫
な
る
、
蠱
な
る
、
皆
悪
と
い
ふ
べ
し
。
支
那
・

本
邦
、
地
を
易
へ
ば
皆
し
か
ら
ん
」
と
あ
り
〔『
羅
山
文
集
』〕。
考
見
る
べ
し
。

右
の
全
文
は
、『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
二
十
六
「
環
亡
弁
」
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
。

ま
た
、『
本
朝
通
紀
』
巻
十
、
十
八
丁
裏
〜
十
九
丁
表
も
同
じ
文
を
引
く
。

④
「
鳥
羽
院
、
嫡
を
廃
し
給
ふ
故
に
保
元
の
乱
お
こ
る
説
」
巻
二
十
一

『
古
寺
談
』
を
見
る
に
、「
鳥
羽
院
の
皇
子
崇
徳
院
、
実
は
白
川
法
皇
の
御
子
な
り
。

其
故
は
、
待
賢
門
院
璋
子
、
法
皇
御
養
子
の
儀
に
て
入
内
せ
ら
れ
し
に
、
法
皇
密
通
あ
り

て
懐
妊
の
ゝ
ち
、
鳥
羽
院
の
妃
と
な
り
、
程
な
く
崇
徳
院
を
生
給
へ
り
。
鳥
羽
院
、
其
由

を

ぢ

こ

を
し
ろ
し
め
し
て
、
叔
父
子
と
お
ほ
せ
ら
れ
、
常
に
御
不
快
に
て
お
は
し
け
り
」
と
あ
り
。

わ
ざ
は
い

こ
れ
を
も
つ
て
思
へ
ば
、
禍
の
も
と
は
白
川
帝
に
萌
せ
り
。（
略
）〔
参
考
保
元
物
語
〕

右
の
全
文
は
『
参
考
保
元
物
語
』（
刊
九
冊
、
元
禄
六
年
刊
、
今
井
弘
済
考
訂
、
内
藤
貞

顕
校
）
巻
三
、
四
十
九
丁
裏
〜
五
十
丁
表
の
内
容
を
引
用
し
た
も
の
。

『
保
建
大
記
打
聞
』（
三
巻
三
冊
、
享
保
五
年
刊
、
谷
重
遠
著
）
巻
一

う
へ

（
１６
）

崇
徳
天
皇
、
陽
は
鳥
羽
の
御
子
と
申
せ
ど
も
、
実
は
白
河
天
皇
孫
婦
の
待
賢
門
院
に
通

わ
ざ

は
じ
め

じ
玉
ふ
て
出
来
た
る
御
子
な
り
。
災

わ
ひ

の
俑
、
此
の
帷
薄
の
穢
れ
よ
り
起
れ
り
。

（
２１
ウ
、
注
）

『
読
史
余
論
』（
正
徳
二
年
成
立
、
新
井
白
石
著
）
巻
上
「
上
皇
御
政
務
の
事
」

は
ら

（
１７
）

白
河
、
そ
の
義
女
に
私
し
、
そ
の
妊
め
る
を
も
て
孫
婦
と
し
、
そ
の
免
ず
る
を
待
て
や

つ
が

し
ゆ

が
て
天
位
を
嗣
し
む
。
鳥
羽
ま
た
娶

い
う

し
て
、
多
く
の
男
女
を
う
ま
し
め
た
り
。
其
子
、

な
に
の
罪
か
あ
る
。
其
母
を
寵
し
て
其
子
を
に
く
み
、
か
つ
は
ま
た
艶
妻
に
ま
ど
ひ
て
幼

子
を
た
つ
。
崇
徳
、
ま
た
其
仮
父
を
う
ら
み
て
同
母
の
弟
を
せ
め
、（
略
）

⑤
「
武
田
信
玄
は
曽
我
時
致
が
再
生
と
い
ふ
説
」
巻
二
十
三

曽
我
五
郎
時
致
は
、
淫
奔
放
蕩
の
そ
し
り
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
工
藤
祐
経
を
討
つ
て
父

あ
だ

か
へ

が
讐
を
復
せ
り
。
取
と
こ
ろ
な
き
者
に
あ
ら
ず
。
武
田
入
道
信
玄
は
彼
に
異
な
り
。
其
罪

け
や
け
き

悪
の
尤
も
の
を
あ
ぐ
る
に
、
父
信
虎
を
追
出
し
て
甲
州
を
領
せ
り
。（
略
）
信
玄
、
父
を

追
出
あ
り
し
は
こ
と
は
り
な
が
ら
、
「
一
生
『
論
語
』
を
手
に
取
た
ま
は
ず
」
と
『
軍
鑑
』

に
記
し
た
り
。
思
ふ
に
、
晩
年
に
な
り
と
も
『
論
語
』
を
手
に
ふ
れ
な
ば
、
不
孝
を
悔
、

旧
悪
を
改
る
こ
ゝ
ろ
も
有
べ
き
に
と
、
い
と
恨
め
し
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

世
に
伝
ふ
、「
武
田
信
玄
、
其
の
父
信
虎
を
逐
ふ
よ
り
、
後
、『
論
語
』
を
読
こ
と
を
廃

を
し

す
。
是
羞
悪
の
心
、
猶
存
る
こ
と
有
り
。」
然
ら
ば
、
盍
ぞ
其
の
心
を
推
て
、
父
を
道
路

を

に
死
せ
ざ
ら
し
め
ん
や
。
此
れ
、
其
の
二
世
を
没
へ
ず
し
て
、
国
亡
ぶ
所
以
な
る
か
。

（
２
オ
）

⑥
「
鎌
田
兵
衛
政
清
を
忠
臣
と
い
ふ
説
」
巻
二
十
七

鎌
田
が
忠
義
、
か
つ
て
聞
ず
。
其
罪
悪
、
長
田
よ
り
も
重
し
。（
略
）
義
朝
が
父
を
こ

ろ
せ
る
は
、
其
も
と
鎌
田
が
す
す
め
よ
り
出
た
れ
ば
、
鎌
田
は
君
を
弑
せ
し
者
な
り
。
其

後
、
義
朝
が
長
田
に
害
せ
ら
れ
た
る
も
、
父
を
き
り
し
報
ひ
な
り
。
こ
れ
を
も
つ
て
お
も

へ
ば
、
鎌
田
は
為
義
を
弑
せ
し
の
み
に
あ
ら
ず
。
義
朝
を
も
弑
せ
る
も
の
な
り
。

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
三
上
「
源
義
朝
の
伝
の
賛
」

頼
朝
、
鎌
倉
政
家
の
後
を
録
せ
し
は
、
厚
し
と
謂
ふ
べ
し
。
然
れ
ど
も
、
義
朝
に
父
を

殺
す
を
勧
め
し
者
は
政
家
な
り
。

⑦
「
佐
々
木
盛
綱
、
馬
に
て
海
を
わ
た
す
説
」
巻
三
十
二

俗
説
云
、「
佐
々
木
盛
綱
、
備
前
の
児
島
を
馬
に
て
渡
せ
し
と
き
、
頼
朝
、
書
を
賜
り

て
武
功
を
賞
せ
ら
る
。（
略
）」

今
按
る
に
、
是
よ
り
さ
き
に
、
源
頼
信
、
馬
に
て
海
を
渡
さ
れ
し
こ
と
あ
り
。（
以
下
、

『
今
昔
物
語
』
巻
二
十
五
「
源
頼
信
朝
臣
、
責
平
忠
恒
語
」
第
九
の
、
源
頼
信
が
海
を
渡
っ

て
平
忠
常
を
攻
め
た
話
を
引
く
）
頼
信
は
頼
朝
五
代
の
祖
な
り
。
其
武
功
を
わ
す
れ
給
ふ

は
い
ぶ
か
し
。

『
読
史
余
論
』
巻
中
「
中
世
以
来
、
将
帥
の
任
、
世
官
世
族
と
な
り
し
事
」
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『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
、
河
内
守
頼
信
、
上
野
守
に
て
あ
り
し
と
き
、
平
忠
恒
を
う
つ
。

海
の
浅
所
を
知
て
渡
る
。（
略
）﹇
海
を
渡
る
事
、
藤
戸
を
始
と
す
る
は
非
歟
﹈。

⑧
「
西
行
法
師
、
江
口
遊
女
に
逢
説
」
巻
三
十
三

俗
説
云
、「
西
行
法
師
は
鉄
肝
石
腸
の
人
な
り
。
江
口
遊
女
に
一
宿
し
て
か
れ
に
た
は

れ
ず
。（
略
）」

今
按
る
に
、
西
行
が
鉄
肝
石
腸
、
お
ぼ
つ
か
な
し
。（
略
）
嫌
疑
を
避
る
の
心
は
あ
る

か
。
あ
ら
ば
、
な
ど
娼
家
に
宿
す
る
や
。
言
行
表
裏
、
大
に
い
ぶ
か
し
。

『
本
朝
通
紀
』
後
編
巻
一

よ
も
す
が
ら

西
、
黒
衣
法
筵
の
身
を
以
て
、
強
ひ
て
婦
家
に
宿
し
、
而
も
女
を
引
て
終
夜
談
話
す
。

是
、
世
僧
の
愧
づ
る
所
に
し
て
、
西
が
節
操
の
顕
は
る
ゝ
所
な
り
。（
２６
ウ
）

⑨
「
平
重
盛
、
源
頼
朝
を
伊
豆
国
に
流
す
説
」
巻
三
十
八

頼
朝
を
伊
豆
に
流
せ
し
は
、
重
盛
一
世
の
不
覚
な
り
。（
略
）
頼
朝
の
時
に
い
た
つ
て

範
頼
・
義
経
・
義
仲
を
滅
し
、
其
身
も
程
な
く
薨
ぜ
ら
る
。
其
子
頼
家
・
実
朝
、
相
つ
ゞ

し

き
て
弑
せ
ら
れ
、
天
下
、
北
条
が
掌
握
と
な
れ
り
。
こ
れ
こ
そ
、
義
家
の
嫡
孫
滅
び
た
り

と
も
い
ふ
べ
し
。
し
か
れ
ど
も
、
終
に
関
東
よ
り
乱
を
起
し
て
北
条
を
か
た
ぶ
け
し
者
も

な
く
、
九
代
ま
で
不
義
の
富
を
な
せ
り
。
又
、
重
盛
、
善
者
な
り
と
い
へ
ど
も
、
聖
賢
に

き
ん

あ
ら
ざ
れ
ば
、
あ
や
ま
り
な
き
事
あ
た
は
ず
。（
略
）
金
を
径
山
に
渡
し
、
念
仏
の
礼
賛
、

い
の
ち
ご
ひ

な
ん
ば

熊
野
の
命
請
、
布
引
滝
に
難
波
を
い
れ
し
た
ぐ
ひ
、
是
、
其
愚
な
る
所
な
り
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

平
重
盛
卿
を
孰
か
有
徳
の
人
に
非
ず
と
謂
は
ん
。
但
し
少
し
不
明
の
処
あ
り
。
金
を
育

王
山
に

ほ
ど
こ
し、

頼
朝
を
豆
州
に
放
つ
の
類
を
観
て
知
る
べ
し
。（
２
ウ
）

以
上
は
、
歴
史
上
の
人
物
に
対
す
る
評
価
が
な
さ
れ
て
い
る
説
で
あ
る
。
①
で
は
聖
武
天

皇
が
仏
教
に
泥
ん
だ
非
、
②
③
④
⑧
は
光
明
皇
后
・
元

・
白
川
帝
・
西
行
の
淫
悪
、
⑤
⑥

⑨
で
は
武
田
信
玄
・
鎌
田
政
清
・
平
重
盛
の
不
義
不
覚
を
指
摘
す
る
。

蟠
竜
の
批
評
の
方
法
に
は
、
③
④
の
よ
う
に
他
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
そ
の
著
者
や
書

名
を
明
記
す
る
場
合
と
、
そ
の
他
の
説
の
よ
う
に
自
説
他
説
の
区
別
な
く
述
べ
る
場
合
と
が

あ
る
。
⑤
で
は
、『
関
際
筆
記
』
に
も
い
う
信
玄
の
親
不
孝
説
を
ふ
ま
え
、
信
玄
の
曽
我
時

致
再
生
説
を
否
定
し
、
ま
た
⑦
で
は
、『
読
史
余
論
』
に
も
い
う
、
馬
で
渡
海
し
た
の
は
源

頼
信
が
初
め
で
あ
る
と
す
る
説
を
、
先
祖
頼
信
の
そ
の
功
績
を
見
逃
し
た
頼
朝
へ
の
批
判
と

し
て
展
開
さ
せ
、
⑨
で
は
、
平
重
盛
が
頼
朝
を
助
命
し
た
非
に
つ
い
て
、『
閑
際
筆
記
』
に

も
い
う
重
盛
評
を
併
せ
て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
蟠
竜
の
諸
説
の
ど
こ
ま
で
が
独
自
の
論
で

あ
る
の
か
は
明
ら
か
に
は
で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
蟠
竜
が
当
代
に
あ
る
他
書
の

説
と
あ
る
程
度
同
様
の
人
物
観
・
歴
史
観
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

４
、
年
代
考
証
・
人
物
批
評
で
、
他
説
と
は
異
な
る
独
自
の
説
。

次
に
あ
げ
る
の
は
、
年
代
考
証
や
人
物
批
評
の
う
ち
、
他
説
と
は
異
な
る
評
価
が
蟠
竜
に

よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
話
で
あ
る
。

＜

婦
女
説
話＞

①
「
雄
略
帝
の
后
幡
梭
姫
、
帝
を
諫
給
ふ
説
」
巻
七

近
年
印
行
の
書
に
、
幡
梭
媛
を
婦
徳
あ
り
と
称
せ
し
説
、
あ
ま
た
あ
り
。
し
か
れ
ど
も
、

幡
梭
媛
は
仁
徳
の
皇
女
に
て
、
母
は
日
向
髪
長
姫
な
り
。
幡
梭
媛
、
其
兄
履
仲
帝
に
愛
せ

き

ら
れ
て
、

な
か
し

中

姫
を
う
み
、
又
、
雄
略
帝
の
后
と
な
り
給
ふ
。
中

姫
も
其
伯
父
大
草
香

め

皇
子
（
略
）
の
妻
と
な
る
。
あ
る
ひ
は
妹
を
娶
り
姪
を
娶
る
。
倫
理
を
絶
滅
す
る
こ
と
、

こ
ゝ
に
い
た
れ
り
。
な
ん
ぞ
賢
女
と
す
る
に
い
た
ら
む
。

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
二
「
雄
略
の
草
香
幡
梭
皇
后
伝
の
賛
」

た
ゞ

后
、
直
言
し
て
之
（
注
・
雄
略
帝
）
を
諌
め
、
惟
に
舎
人
、
誅
戮
よ
り
免
れ
し
の
み
な

ら
ず
、
又
能
く
、
暴
君
を
し
て
善
言
を
聞
く
を
楽
し
ま
し
む
。
楚
の

は
ん
き姫

の
荘
王
を
諌
め

ま
さ

し
よ
り
賢
れ
り
。

『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
三

〔
藤
井
氏
曰
〕
人
主
の
内
助
有
る
、
其
の
益
小
さ
き
に
非
ず
。
周
宣
の
姜
后
、
漢
明
の

た
ゞ

や
ゝ

馬
后
、
唐
の
太
宗
の
長
孫
后
の
如
き
、
以
て
見
る
べ
し
。
其
の
君
の
非
を
格
す
こ
と
、
動

こ
の

も
す
れ
ば
諌
臣
に
過
ぐ
。
我
が
茲
皇
后
、
豈
に
亦
た
彼
に

は
ぢ

ん
や
。
伏
し
て
以
て
す
れ
ば
、

ふ
ん
れ
い

皇
后
、
舎
人
が
死
を
救
ひ
て
、
而
し
て
帝
の
忿
戻
も
亦
た
立
ち
に
解
く
。
夫
の
齋
の
晏
子
、
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景
公
を
諌
め
て
圉
人
を
殺
す
こ
と
を
止
る
の
事
を
と
、
相
ひ
近
か
ら
ず
や
。（

２３
ウ
２４
オ
）

②
「
井
上
皇
后
、
大
蛇
と
な
る
説
」
巻
七

を
さ
べ
の

『
水
鏡
』
に
、「
井
上
夫
人
は
光
仁
帝
の
妃
な
り
。
此
腹
に
、
他
部
親
王
と
て
あ
り
し

を
、
東
宮
に
た
て
給
ふ
。
此
と
き
、
藤
川
百
川
、
光
仁
帝
第
一
の
皇
子
山
部
親
王
を
す
ゝ

め
て
、
継
母
井
上
皇
后
に
通
ぜ
し
め
、
帝
に
后
を
う
と
ま
せ
奉
る
。
后
も
山
部
に
し
た
し

み
て
、
帝
を
そ
む
き
給
ふ
心
出
来
り
し
か
ば
、
百
川
さ
ま
�
�
に
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら

し
讒
を
か
ま
へ
て
、
皇
后
、
他
部
を
う
し
な
ひ
、
山
部
を
位
に
つ
け
ま
い
ら
す
。
桓
武
天

皇
、
こ
れ
な
り
」（
略
）
称
徳
帝
、
荒
淫
無
道
の
主
な
り
と
い
へ
ど
も
、
百
川
な
ん
ぞ
臣

た
る
の
道
を
わ
す
る
ゝ
や
。
是
等
の
不
忠
、
豈
に
天
罰
を
ま
ぬ
が
れ
ん
や
。
し
か
る
を
、

皇
后
の
怨
念
に
よ
り
れ
と
思
へ
る
は
、
理
に
く
ら
き
が
故
な
り
。

『
水
鏡
』
巻
下
「
光
仁
天
皇
」

（
１８
）

百
川
目
聞
心
賢
く
し
て
、
如
何
様
此
第
一
の
御
子
は
行
末
の
賢
王
、
天
下
の
宝
に
て
御

座
せ
ん
ず
る
御
心
あ
る
君
と
見
定
奉
り
け
る
。
百
川
の
心
中
こ
そ
誠
に
賢
き
心
な
り
け
れ
。

（
略
）
只
偏
に
百
川
は
我
身
の
命
を
惜
む
心
無
く
し
て
、
天
下
世
間
の
世
を
身
に
替
へ
て

思
遣
る
あ
ま
り
の
賢
臣
の
心
の
故
な
り
け
り
。（
略
）
此
因
果
に
て
我
命
の
死
せ
ん
ず
ら

ん
と
は
百
川
も
さ
と
り
乍
、
我
身
に
替
へ
て
寿
を
も
惜
ま
ず
、
只
世
の
為
、
天
下
の
為
、

人
の
能
か
ら
ん
為
を
の
み
思
入
て
、
遂
に
早
く
早
世
し
け
ん
。
百
川
、
惜
し
共
云
ふ
計
り

無
し
。

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
二
「
光
仁
の
井
上
皇
后
伝
の
賛
」

事
、『
水
鏡
』
に
在
り
。
本
書
、
往
々
、
旧
史
の
諱
む
所
を
直
書
し
、
頗
る
其
の
実
を

お
も

得
た
る
者
有
り
。
然
れ
ど
も
、
此
れ
、
豈
に
人
道
な
ら
ん
や
。
蓋
し
謂
ふ
に
、
百
川
、
后

い
ん
し
ょ
う

に
く

の
淫
縦
を
悪
み
、
其
の
罪
悪
の
稔
る
を
待
ち
て
、
然
る
後
、
帝
に
奏
し
て
之
を
廃
せ
し

ひ
せ
つ

は
、
則
ち
或
は
之
れ
有
ら
ん
も
、
未
だ
必
ず
し
も
、
設
計
す
る
こ
と
此
の
如
く
鄙
褻
な
ら

ざ
ら
ん
。
此
れ
、
殆
ど
伝
者
の
妄
の
み
。
然
れ
ど
も
旧
史
は
、「
后
と
太
子
と
、
並
び
に

ふ

こ

し
ゅ
っ

え
ん
と
く

巫
蠱
を
以
て
廃
せ
ら
れ
、
日
を
同
じ
く
し
て
卒
す
」
と
書
す
れ
ば
、
則
ち
、
掩
匿
し
て
其

し
ら

の
故
を
書
せ
ず
と
雖
も
、
亦
必
ず
非
常
の
事
有
り
。
今
、
得
て
覈
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

『
水
鏡
』
に
又
云
ふ
、「
后
、
生
な
が
ら
化
し
て
龍
と
為
る
」
と
。（
略
）

と
か
ん悍

の
婦
人

は
、
人
の
畏
憚
す
る
所
な
れ
ば
、
之
を
謂
ひ
て
龍
と
為
す
も
亦
宜
な
り
。

③
「
狭
穂
姫
の
説
」
巻
三
十
一

狭
穂
姫
が
所
為
、
一
事
の
感
ず
べ
き
も
の
な
し
。
ま
づ
狭
穂
姫
、
兄
が
叛
心
を
あ
ら
は

か
ん
ば
せ

つ
る
ぎ

う
け

す
と
き
、
顔
を
犯
し
て
諌
め
ざ
る
は
不
孝
な
り
。
次
に
、
短
剣
を
あ
た
え
た
る
を
請
た

う
け

る
は
不
義
な
り
。
次
に
、
や
む
こ
と
を
得
ず
し
て
剣
を
請
ば
、
其
刀
を
も
つ
て
自
害
せ
ざ

と
は

る
は
不
勇
な
り
。
次
に
、
帝
に
問
れ
て
、
か
く
す
こ
と
あ
た
は
ざ
る
は
不
智
な
り
。
次
に
、

皇
子
を
い
だ
き
て
敵
の
城
に
い
れ
る
は
、
不
貞
不
忠
な
り
。（
略
）
我
朝
の
狭
穂
姫
も
、

あ

に

舎
兄
あ
る
こ
と
を
知
て
、
夫
君
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
と
い
ふ
べ
し
。

『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
一

ひ
と
ゝ
な
り

お
よ

狭
穂
姫
、

性

謹
恭
に
し
て
専
ら
婦
道
を
守
り
、
后
と
為
る
に
逮
ん
で
、
倦
々
と
し

こ
の
か
み

て
倍
々
后
職
を
修
む
。
既
に
兄
逆
志
を
為
す
に
至
り
て
、
天
下
の
為
に
其
の
計
を
告
げ
、

兄
の
為
に
死
を
倶
に
し
て
、
忠
敬
の
道
を
全
う
す
。
謂
つ
べ
し
、
貞
女
な
り
と
。
身
死
し

し
か
ば
ね
く
づ

ほ
ろ

尸

壊
る
と
雖
ど
も
、
其
の
名
は
方
策
に
存
し
て
千
数
百
歳
凛
々
と
し
て
泯
び
ず
。
後
世

マ
マ

貞
烈
の
風
を
知
る
こ
と
を
要
せ
ば
、
惟
だ
此
の
人
に
存
す
る
者
な
り
。
借
い
哉
、
皇
后
苟

く
も
兄
の
命
を
救
は
ん
と
欲
せ
ば
、
初
め
天
皇
に
奏
す
る
に
、
妾
が
望
を
許
す
こ
と
有
ら

ば
社
稷
の
大
事
を
以
て
之
を
告
げ
し
め
て
、
天
皇
其
の
請
を
許
さ
ん
こ
と
必
せ
り
。
是
に

至
て
其
の
約
を
堅
く
し
、
兄
の
反
状
を
奏
し
て
、
而
し
て
後
、
先
言
を
奉
じ
て
兄
命
を
請こ

ゝ

は
ゞ
、
狭
穂
彦
其
の
誅
を
免
が
れ
、
自
ら
も
亦
た
后
位
を
全
う
せ
ん
か
。
其
の
慮
り
、
斯

も
と

に
及
ば
ず
し
て
、
兄
妹
と
も
に
共
に
亡
死
す
。
呼
鳴
、
千
歳
の
下
悲
し
む
べ
き
か
な
。

（
２５
オ
ウ
）

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
二
「
垂
仁
の
狭
穂
姫
皇
后
伝
の
賛
」

楚
の
棄
疾
・
唐
の
李

、
父
の
逆
を
以
て
君
に
告
げ
て
、
而
も
身
を
以
て
父
に
従
ふ
。

後
の
君
子
、
未
だ
、
二
子
を
以
て
逆
党
と
為
す
者
有
る
を
聞
か
ざ
る
な
り
。
是
に
由
り
て

之
を
言
へ
ば
、
皇
后
の
、
兄
に
従
ひ
て
死
せ
し
は
、
独
り
罪
す
べ
け
ん
や
。
且
つ
狭
穂
彦

は
皇
后
の
言
を
以
て
誅
死
す
。
皇
后
、
復
た
、
面
目
の
以
て
世
に
立
つ
も
の
無
け
れ
ば
、

則
ち
其
の
死
す
る
は
、
固
よ
り
悲
し
む
べ
し
。（
略
）
皇
后
の
若
き
者
は
、
女
徳
を
辱
し
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め
ざ
る
者
と
謂
ふ
べ
し
。

④
「
檀
林
皇
后
御
歌
の
説
」
巻
三
十
八

壇
林
皇
后
野
葬
の
事
、
正
史
・
実
録
に
か
つ
て
見
え
ず
。（
略
）
然
る
を
、
妖
僧
附
会

ち
ゆ
う
や

す
つ

し
て
、「
葬
儀
を
用
ひ
ず
、
中
野
に
棄
」
と
記
せ
し
よ
り
、
後
世
し
た
が
ふ
て
、
其
事
蹟

を
の
こ
せ
り
。

『
大
日
本
史
賛
藪
』
巻
二
「
嵯
峨
の
橘
皇
后
伝
の
賛
」

薄
葬
を
遺
令
し
、
民
力
を
愛
惜
せ
る
は
、
蓋
し
、
死
生
の
理
に
達
せ
る
者
有
り
。
豈
、

賢
に
非
ず
や
。

＜

頼
朝
説
話＞

⑤
「
梶
原
景
時
、
土
肥
の
杉
山
に
て
頼
朝
を
た
す
く
る
説
」
巻
十
二

あ
る
ひ
と

て
い
こ
う

或
曰
、
楚
の
項
羽
が
将
、
丁
公
と
い
ふ
者
、
高
祖
を
追
て
、
短
兵
を
も
つ
て
ち
か
づ

き
け
る
が
、
高
祖
の
こ
と
ば
に
め
で
ゝ
か
へ
り
き
。
項
羽
ほ
ろ
び
て
後
、
来
り
て
高
祖
に

ま
み
ゆ
。
高
祖
こ
れ
を
軍
中
に
と
な
へ
て
、「
臣
と
し
て
君
に
天
下
を
う
し
な
は
し
む
る

つ
ゐ

も
の
な
り
。
此
後
、
人
臣
と
し
て
こ
れ
に
な
ら
ふ
こ
と
な
か
ら
し
め
む
」
と
て
、
終
に
き

れ
り
。
頼
朝
の
梶
原
を
近
従
せ
し
め
し
は
、
漢
高
の
智
に
お
よ
ば
ざ
る
に
や
〔
右
、
山
崎

垂
加
説
〕。

（
略
）
梶
原
が
頼
朝
を
た
す
け
し
は
、
忠
に
に
た
れ
ど
も
、
平
家
に
属
し
な
が
ら
な
せ

す
な
は
ち

し
こ
と
な
れ
ば
、
則
ふ
た
ご
ゝ
ろ
な
り
。（
略
）
か
ゝ
る
も
の
を
忠
義
と
い
へ
る
も
、
俗

説
の
あ
や
ま
り
な
り
。

右
の
「
山
崎
垂
加
説
」
ま
で
の
内
容
は
、
山
崎
闇
斎
著
『
大
和
小
学
』（
万
治
三
年
刊
）

の
三
十
三
丁
裏
、
三
十
四
丁
表
の
文
章
の
引
用
で
あ
る
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
上

を
こ

義
経
不
弟
に
し
て
勇
略
あ
り
。
乱
を
作
し
国
を
争
ふ
。（
略
）
景
時
蓋
し
謂
ふ
、「
頼
朝

も
し若

早
く
計
ら
ず
ん
ば
悔
ゆ
る
と
雖
ど
も
益
な
か
ら
ん
」
と
。
故
に
勧
め
て
之
を
こ
ろ
さ
し

な
を
ざ
り

む
。
思
ひ
無
き
に
非
ず
。
只
管
に
梶
原
を
悪
む
は
、
児
女
の
情
な
り
。（
２５
ウ
２６
オ
）

『
大
日
本
賛
藪
』
巻
四
「
梶
原
景
時
父
子
の
伝
の
賛
」（
参
考
）

梶
原
景
時
は
、
源
頼
朝
の
親
愛
す
る
所
た
り
。
其
の
智
数
に
任
じ
て
、
善
く
人
の
意
を

は
か

ね
い
び
け
い
か
ん

揣
り
、
軍
謀
を
賛
画
し
て
、
汗
馬
の
労
有
り
。（
略
）
然
れ
ど
も
、
侫
媚
傾
陥
に
し
て
、

い

英
俊
を
排
掩
す
。
源
義
経
を
讒
構
し
て
、
遂
に
兄
弟
相
容
る
る
能
は
ざ
ら
し
め
、
頼
朝
、

己
れ
を
し
て
之
を
撃
た
し
む
れ
ば
、
則
ち
禍
を
昌
俊
に
嫁
し
て
、
以
て
之
を
避
く
。
何
ぞ

其
れ
功
な
る
や
。（
略
）
以
て
讒
夫
の
戒
と
為
す
べ
き
な
り
。

⑥
「
頼
朝
薨
逝
の
説
」
巻
三
十
二

さ
し
も
の
頼
朝
卿
の
、
女
わ
ら
は
べ
の
ご
と
く
、
死
霊
な
ど
に
お
び
や
か
さ
れ
て
や
み

�
�
と
死
し
給
ひ
け
ん
は
、
無
下
に
く
ち
を
し
く
、
痛
は
し
き
御
事
な
る
べ
し
。『
東
鏡
』

か
き

に
は
日
々
天
気
の
陰
晴
ま
で
記
し
ぬ
る
に
、
頼
朝
卒
去
の
事
を
欠
た
る
は
い
ぶ
か
し
。
と

い
ひ
が

い

に
も
か
く
に
も
、
云
甲
斐
な
き
御
最
期
な
り
け
ん
か
し
。

『
閑
際
筆
記
』
巻
下

「
源
頼
朝
の
卒
月
、『
東
鑑
』
に
之
を
闕
く
。
終
わ
り
を
克
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て
也
。」

是
、
世
に
傅
説
な
り
。『
百
錬
抄
』
に
云
、「
平
治
元
年
正
月
十
一
日
、
右
大
将
頼
朝
、
疾

ま
こ
と

に
依
り
て
出
家
す
。
十
三
日
に
薨
ず
。」
暴
病
暴
死
な
る
こ
と
、
諒
に
是
れ
疑
ふ
べ
し
。

（
２
ウ
）

＜

そ
の
他＞

⑦
「
在
原
行
平
、
須
磨
浦
に
な
が
さ
れ
松
風
・
村
雨
に
逢
説
」
巻
九

行
平
、
須
磨
の
浦
に
配
流
の
事
は
ま
こ
と
に
て
、
松
風
・
村
雨
が
事
は
非
な
り
。（
以

下
、『
後
撰
集
』
と
そ
の
抄
、『
古
今
集
』『
撰
集
抄
』
を
引
用
し
、
須
磨
配
流
の
事
実
を

指
摘
す
る
。（
略
））

『
本
朝
通
紀
』
前
編
巻
十
九

行
平
、
嘗
て
罪
在
て
須
磨
の
浦
に
左
遷
せ
ら
れ
、
貶
所
に
在
る
こ
と
三
年
、
徒
然
と
し

て
日
を
遣
る
の
餘
り
、
松
風
・
村
雨
の
二
海
女
に
顧
聘
し
て
之
を
戯
淫
し
、
或
は
又
た
絵

嶋
に
逍
遙
し
て
水
を
詠
ず
る
女
の
詠
歌
を
感
嘆
す
る
事
、
野
史
・
俗
紀
載
て
聒
々
た
り
。

然
れ
ど
も
、『
三
代
実
録
』
及
び
『
行
平
上
表
』
等
、
未
だ
嘗
て
左
遷
を
言
は
ず
。
故
に
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あ

と

其
の
履
蹟
、
枚
挙
す
る
に
足
ら
ず
。
除
き
以
て
伝
考
に
譲
る
。
或
は
伝
ふ
、「
行
平
の
左

遷
、
仁
和
三
年
に
在
り
」
と
。
夫
れ
、『
仁
和
実
録
』
を
按
る
に
、
行
平
の
奥
羽
按
察
使

を
辞
す
る
、
仁
和
三
年
也
。
正
説
に
非
ざ
る
こ
と
又
た
明
け
し
。（
１６
オ
ウ
）

⑧
「
松
田
左
馬
助
、
忠
義
の
説
」
巻
十
三

左
馬
介
、
父
が
逆
意
を
君
に
告
る
こ
と
は
、
李

に
同
じ
と
い
へ
ど
も
、
李

は
、

父
死
る
と
き
に
自
殺
し
、
左
馬
介
は
、
父
誅
せ
ら
る
ゝ
と
き
に
死
せ
ず
。
棄
疾
は
、
父
を

あ
だ

い
み

す
て

す
て
讐
に
つ
か
ふ
る
を
忌
て
死
し
、
左
馬
介
は
、
父
を
棄
、
讐
に
つ
か
え
て
も
、
恥
る
こ
ゝ

ろ
な
し
。
古
語
に
「
忠
臣
を
も
と
む
る
は
か
な
ら
ず
孝
子
の
門
に
於
て
す
」
と
あ
れ
ば
、

左
馬
介
を
忠
臣
と
す
る
は
義
に
か
な
は
ず
。

『
塩
尻
』
巻
六

忠
孝
類
説
に
左
馬
介
が
志
を
哀
れ
む
。
然
れ
ど
も
、
其
父
を
諌
る
時
死
せ
ず
、
亦
父
の

謀
逆
を
告
る
時
死
せ
ず
、
亦
其
父
諌
せ
ら
る
ゝ
時
死
せ
ず
、
主
降
城
陥
る
時
に
死
せ
ず
、

（
略
）
但
し
左
馬
介
、
年
甚
若
し
。
其
志
は
観
る
に
た
れ
り
。

⑨
「
平
貞
盛
は
仁
義
の
良
将
と
い
ふ
説
」
巻
二
十
二

（『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
九
「
丹
波
守
平
貞
盛
、
取
児
干
語
」
第
二
十
五
の
話
を
引

く
。（
略
））
貞
盛
の
不
仁
、
此
の
如
し
。
俗
説
も
つ
と
も
相
違
せ
り
。

『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
三
十
九
「
平
貞
盛
」

君
の
為
に
賊
を
討
ち
、
父
の
為
に
讎
を
復
ゆ
。
忠
有
り
、
孝
有
り
。
亦
善
か
ら
ず
や
。

（
１１
オ
）

①
か
ら
④
ま
で
は
婦
女
伝
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
①
の
幡
梭
姫
、
③
の
狭
穂
姫
、
④
の
檀
林

皇
后
は
い
ず
れ
も
貞
女
・
賢
女
と
し
て
『
本
朝
女
鑑
』『
比
売
鑑
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
だ
が
、
①
③
で
は
そ
の
不
義
不
貞
を
指
摘
し
、
④
で
は
檀
林
皇
后
の
野
葬
は
史
実
に

あ
ら
ず
と
す
る
な
ど
、
蟠
竜
は
そ
れ
ら
の
女
性
の
貞
賢
に
は
否
定
的
で
あ
る
。
ま
た
②
の
井

上
皇
后
は
、
嫉
妬
ゆ
え
に
龍
蛇
と
化
し
た
と
い
う
悪
女
説
が
『
水
鏡
』
を
は
じ
め
『
和
漢
三

才
図
会
』
な
ど
に
あ
る
の
だ
が
、
蟠
竜
は
逆
に
井
上
皇
后
の
非
よ
り
も
、
む
し
ろ
『
水
鏡
』

で
は
賢
臣
と
し
て
評
さ
れ
る
藤
川
百
川
の
不
忠
を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
で
き
る
。

次
の
⑤
梶
原
景
時
、
⑥
の
源
頼
朝
の
話
に
つ
い
て
も
蟠
竜
は
と
も
に
二
人
に
は
批
判
的
で

あ
り
、『
関
際
筆
記
』
の
評
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
蟠
竜
と
同
じ
否
定
的
な
評
と
し

て
は
⑤
に
あ
げ
た
『
大
和
小
学
』
や
『
大
日
本
史
賛
藪
』
の
梶
原
景
時
論
が
あ
り
、
こ
れ
ら

の
人
物
論
に
つ
い
て
は
、
当
代
に
賛
否
両
論
の
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
他
、
⑦
の
謡
曲
『
松
風
』
に
い
う
在
原
行
平
と
松
風
村
雨
の
話
に
つ
い
て
は
、『
本

朝
通
紀
』
に
、
須
磨
配
流
の
事
実
は
無
し
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
蟠
竜
は
行
平
が

六
十
九
歳
で
須
磨
に
配
流
さ
れ
た
事
が
『
古
今
和
歌
集
』
等
に
記
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。

ま
た
⑧
で
は
、『
太
閤
記
』
で
忠
義
の
徒
と
称
さ
れ
た
松
田
左
馬
介
を
、
蟠
竜
は
逆
に
不
忠

者
と
批
判
す
る
。
左
馬
介
に
つ
い
て
は
、『
塩
尻
』
で
も
や
は
り
そ
の
忠
孝
に
疑
念
あ
り
と

さ
れ
て
い
る
が
、
若
年
と
い
う
こ
と
で
そ
の
志
は
そ
れ
な
り
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

比
べ
れ
ば
蟠
竜
の
左
馬
介
へ
の
批
判
は
手
厳
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
⑨
で
は
、『
前

太
平
記
』
で
仁
義
の
良
将
と
さ
れ
、『
羅
山
先
生
文
集
』
で
も
忠
孝
あ
り
と
評
さ
れ
る
平
貞

盛
を
、
蟠
竜
は
『
今
昔
物
語
集
』
の
記
事
か
ら
不
仁
の
者
と
し
て
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
総
じ
て
蟠
竜
の
人
物
評
価
は
他
説
よ
り
も
否
定
的
で
あ
る
と
い
え
る
。
加
え
て
、
例

え
ば
３
の
①
や
⑥
、
４
の
⑤
の
評
の
よ
う
に
、
人
物
の
是
非
を
よ
り
明
確
に
示
そ
う
と
す
る

た
め
か
、『
読
史
余
論
』
や
『
大
日
本
史
賛
藪
』
等
で
の
多
層
的
な
評
価
に
比
べ
る
と
蟠
竜

の
論
は
単
純
化
さ
れ
、
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
天
皇
や
武
将
・
婦
女
伝
に
関
し
て
は
、
安
積
澹
泊
『
大
日
本
史
賛
藪
』、
藤
井
懶

斎
『
閑
際
筆
記
』
、
長
井
定
宗
『
本
朝
通
紀
』
、
新
井
白
石
『
読
史
余
論
』
に
『
広
益
俗
説
弁
』

と
共
通
の
人
物
が
見
ら
れ
る
。『
広
益
俗
説
弁
』
文
中
に
は
そ
れ
ら
の
書
を
引
用
し
た
旨
の

記
述
は
無
い
が
、
そ
の
正
編
末
の
引
用
書
目
一
覧
に
『
本
朝
通
紀
』
の
名
が
、
遺
編
の
引
用

書
目
一
覧
に
『
閑
際
筆
記
』
の
名
を
見
る
。
な
お（
１９
）

井
上
泰
至
氏
に
よ
れ
ば
、
『
広
益
俗
説
弁
』

と
『
本
朝
通
紀
』
と
の
叙
述
方
法
に
類
似
性
が
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
り
、『
広
益
俗
説
弁
』

が
『
本
朝
通
紀
』
を
参
考
に
し
つ
つ
、
時
に
は
批
評
的
な
視
点
か
ら
そ
の
諸
説
を
取
り
上
げ

た
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
『
広
益
俗
説
弁
』
と
『
読
史
余
論
』『
大
日
本
史
賛
藪
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
直
接

的
な
関
係
は
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、
蟠
竜
は
何
か
の
か
た
ち
で
間
接
的
に
そ
れ
ら
の
書
の
説

を
見
聞
き
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
当
代
の
知
識
人
と
蟠
竜
と

の
関
係
、
と
り
わ
け
谷
秦
山
や
椋
梨
一
雪
と
の
交
友
関
係
に
つ
い
て
は
、（
２０
）

井
上
敏
幸
氏
、（
２１
）

白
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石
良
夫
氏
に
よ
る
論
が
備
わ
る
。
ま
た
情
報
交
換
の
場
と
し
て
の
書
肆
の
役
割
に
つ
い
て
も
、

（
２２
）

倉
員
正
江
氏
に
よ
っ
て
柳
枝
軒
と
彰
考
館
と
の
関
係
が
、
ま
た（
２３
）

加
藤
祐
一
郎
氏
、（
２４
）

本
間
純
一

氏
に
よ
っ
て
柳
枝
軒
と
蟠
竜
と
の
関
わ
り
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
蟠
竜
は
、
そ
う
し
た
知
識

人
や
書
肆
と
の
関
わ
り
を
と
お
し
て
、
当
代
の
儒
学
者
間
で
行
わ
れ
て
い
た
人
物
・
史
論
を

享
受
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
蟠
竜
の
交
友
関
係
や
知
識
享
受
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

今
後
さ
ら
に
調
査
し
て
い
き
た
い
。

注

（
１
）
福
井
市
立
図
書
館
松
平
文
庫
蔵
本
（（
文１１

－
３

〜６
－
３

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
）。

（
２
）
盛
岡
市
公
民
館
蔵
本
（（１０４４

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。

（
３
）
矢
口
丹
波
記
念
文
庫
蔵
本
（（０４７８

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。

（
４
）
『
大
日
本
地
誌
大
系
』
第
十
九
巻
（
昭
和
四
年
、
雄
山
閣
）。

（
５
）
『
近
世
文
学
資
料
類
従

古
板
地
誌
編
二
』（
昭
和
五
十
三
年
、
勉
誠
社
）。

（
６
）
東
洋
文
庫
『
広
益
俗
説
弁
』（
平
成
元
年
、
平
凡
社
）
お
よ
び
『
広
益
俗
説
弁
続
編
』（
平
成

十
七
年
、
平
凡
社
）。

（
７
）
蓬
佐
文
庫
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
（
尾３

－
１１

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。

（
８
）
『
益
軒
全
集
』
第
七
巻
（
昭
和
四
十
八
年
、
国
書
刊
行
会
）。

（
９
）
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
十
巻
（
昭
和
四
十
三
年
、
臨
川
書
店
）。

（
１０
）
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
一
期
巻
十
（
昭
和
五
十
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
１１
）
『
日
本
随
筆
大
成
』
第
三
期
巻
十
三
（
昭
和
五
十
二
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
１２
）
酒
田
市
立
図
書
館
光
丘
文
庫
蔵
本
（（７６

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）。
な

お
、
市
古
夏
生
氏
に
よ
れ
ば
、『
閑
際
筆
記
』
正
徳
五
年
板
に
は
五
月
刊
の
も
の
と
九
月
刊
の

二
種
が
あ
り
、
出
版
規
制
に
関
わ
る
内
容
改
変
が
見
ら
れ
る
と
い
う
（「『
閑
際
筆
記
』
を
め

ぐ
っ
て
―
出
版
規
制
の
問
題
―
（『
国
文
白
百
合
』
第
二
十
一
号
、
平
成
二
年
三
月
）。
本
稿
で

用
い
た
の
は
九
月
刊
本
。

（
１３
）
刈
谷
市
立
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
本
（（９１７

〜９１９

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
）。

（
１４
）
『
新
修
京
都
叢
書
』
第
二
巻
（
昭
和
四
十
二
年
、
臨
川
書
店
）。
な
お
当
書
の
底
本
は
改
題
本

『
山
城
名
所
寺
社
物
語
』。

（
１５
）
『
日
本
思
想
体
系
』
四
十
八
（
昭
和
四
十
九
年
、
岩
波
書
店
）。

（
１６
）
金
沢
市
立
図
書
館
稼
堂
文
庫
蔵
本
（（０９１９

－
２８３

）
国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
）。

（
１７
）
『
日
本
思
想
体
系
』
三
十
五
（
昭
和
四
十
九
年
、
岩
波
書
店
）。

（
１８
）
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
第
二
十
一
上
（
昭
和
四
十
一
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
１９
）
「
軍
学
者
流
の
通
史
『
本
朝
通
紀
』
―
軍
書
的
側
面
を
論
じ
て
「
白
峯
」
に
及
ぶ
―
（『
上
智

大
学
国
文
学
論
集
』
第
三
十
二
号
、
平
成
十
一
年
一
月
）、「
江
戸
時
代
最
も
読
ま
れ
た
通
史
」

（『
館
報

池
田
文
庫
』
第
十
四
号
、
平
成
十
一
年
四
月
）。

（
２０
）
「
椋
梨
一
雪
年
譜
稿
」（『
近
世
文
芸
』
第
三
十
二
号
、
昭
和
五
十
五
号
三
月
）。

（
２１
）
「
井
沢
蟠
龍
著
述
覚
書
」（『
江
戸
時
代
学
芸
史
論
考
』
平
成
十
二
年
、
三
弥
井
書
店
）。

（
２２
）
「
水
戸
藩
儒
酒
泉
竹
軒
と
韻
書
『
洪
武
聚
分
韻
』
の
編
纂
―
書
肆
茨
木
多
左
衛
門
と
の
関
係

に
及
ぶ
―
」（『
近
世
文
芸
』
第
六
十
六
号
、
平
成
九
年
七
月
）。

（
２３
）
「
井
沢
蟠
龍
に
お
け
る
今
昔
物
語
集
の
受
容
」（『
中
央
大
学
国
文
』
第
三
十
八
号
、
平
成
七

年
三
月
）。

（
２４
）
「
書
肆
と
説
話
―
柳
枝
軒
・
茨
木
多
左
衛
門
の
出
版
活
動
か
ら
―
」（『
説
話
・
伝
承
学
』
第

八
号
、
平
成
十
二
年
四
月
）。

＊

引
用
し
た
本
文
の
う
ち
、
漢
文
、
片
仮
名
交
じ
り
文
に
つ
い
て
は
、
適
宜
句
読
点
と
送
り
仮

名
を
施
し
て
平
仮
名
文
に
直
し
た
。

＊

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
複
写
の
御
許
可
を
戴
い
た
国
文
学
研
究
資
料

館
お
よ
び
諸
図
書
館
に
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
十
七
年
八
月
三
十
一
日
受
理
）

＊
T

he
circum

ference
of

“koueki-Z
okusetu・

ben”
/

Y
oshiko

Y
U

A
SA

(D
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anguage
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L
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湯浅：『広益俗説弁』と周辺書
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